
核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
一
九
）

核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉

信　
　

夫　
　

隆　
　

司

一
．
問
題
の
所
在

3
．
安
保
条
約
改
訂
交
渉
、
特
に
事
前
協
議
条
項
に
関
す
る
交
渉
を
通
じ
、
我
方
は
総
て
の
「
持
込
み
」（IN

T
R
O
D
U
C
T
IO
N

）
は
事
前
協

議
の
対
象
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
り
、
艦
船
航
空
機
の
「
一
時
的
立
寄
り
」
に
つ
い
て
特
に
議
論
し
た
記
録
も
記
憶
も
な
い
。
こ
の
点
は
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
使
に
よ
る
も
米
側
の
記
録
と
一
致
す
る
。
一
月
二
六
日
の
同
大
使
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
米
側
の
前
記
2
イ
の
解
釈
の
根
拠
は
、
事
前

協
議
に
関
し
、「
事
前
協
議
は
米
軍
及
び
そ
の
装
備
の
日
本
国
内
へ
の
配
備
、
並
び
に
艦
船
航
空
機
が
日
本
の
領
海
及
び
港
へ
入
る
場
合
の
現

行
の
手
続
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
云
う
了
解
事
項
に
あ
り
。
米
側
交
渉
当
事
者
は
、
具
体
的
に
言
及
し
な
く
と
も
こ
れ
が
「
一
時
立

寄
り
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
日
本
側
に
と
っ
て
も
自
明
で
あ
る
と
考
へ
て
い
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
側
交
渉

当
事
者
は
本
了
解
は
事
前
協
議
条
項
と
地
位
協
定
第
五
条
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の
と
解
し
、「
一
時
的
立
寄
り
」
に
関
す
る
も
の
と
は
思
っ

七
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て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
（
1
）

。

右
に
引
用
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
当
時
、
東
郷
文
彦
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
が
作
成
し
た
「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協

議
の
件
」（
六
八
年
一
月
二
七
日
）
と
題
す
る
極
秘
文
書
の
一
部
で
あ
る
。
同
文
書
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
の
密
約
に
関
す
る
文
書
の
中
で
、

核
持
ち
込
み
密
約
報
告
対
象
文
書
と
し
て
公
開
さ
れ
た
も
の
だ
。

公
開
当
時
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
注
目
を
集
め
た
文
書
の
ひ
と
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
文
書
の
欄
外
に
、

六
八
年
一
月
三
〇
日
の
三
木
武
夫
外
務
大
臣
を
皮
切
り
に
、
多
く
の
首
相
・
外
相
が
閲
覧
、
あ
る
い
は
、
こ
の
文
書
を
も
と
に
説
明
を
受

け
た
こ
と
が
手
書
き
で
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
同
時
に
、
こ
の
文
書
に
は
事
前
協
議
に
関
す
る
交
換
公
文
の
解
釈
を
示
す
た
め
の
文
書

で
あ
るR

ecord of D
iscussion

（「
討
議
の
記
録
」
と
し
て
引
用
す
る
）
も
添
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
書
の
作
成
者
で
あ
る
東
郷
は
、
後
に
、

外
務
次
官
・
駐
米
大
使
を
務
め
、
戦
後
を
代
表
す
る
大
物
外
務
官
僚
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
文
書
を
一
読
し
て
、
違
和
感
を
持
っ
た
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
お
お
き
く
ふ
た
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
核
持
ち
込
み
に
関
し
、
そ
の
意
味
を
つ
め
る
こ
と
な
く
、「
議
論
し
た
記
録
も
記
憶
も
な
い
」
と
記
し
て
い
る
点
だ
。
日

米
安
保
条
約
な
ら
び
に
行
政
協
定
の
改
定
で
は
、
そ
れ
こ
そ
一
言
一
句
、
言
葉
の
使
い
方
が
吟
味
さ
れ
た
。
日
本
側
で
こ
れ
ら
の
問
題
に

関
与
し
た
の
は
外
務
大
臣
以
下
数
名
の
外
務
官
僚
に
過
ぎ
な
い
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
重
要
会
議
に
参
加
し
、
議
事
録
を
作
成
し
、
数
多
く
の

文
書
を
起
案
し
た
の
が
、
当
時
の
外
務
省
安
全
保
障
課
長
で
あ
っ
た
東
郷
で
あ
る
。
核
持
ち
込
み
と
い
っ
た
も
っ
と
も
重
要
な
文
書
の
意

味
に
つ
い
て
、
米
側
と
議
論
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
日
本
側
交
渉
当
事
者
が
、
右
に
引
用
し
た
了
解
（
米
側
の
核
持
ち
込
み
の
考
え
、
つ
ま
り
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
は
事

七
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持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
二
一
）

前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
）
を
、
地
位
協
定
第
五
条
（
公
の
船
舶
・
航
空
機
の
出
入
国
、
施
設
・
区
域
へ
の
出
入
権
）
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の
だ

と
理
解
し
た
と
い
う
点
だ
。
安
保
条
約
改
定
交
渉
の
根
幹
を
な
す
交
換
公
文
お
よ
び
「
討
議
の
記
録
」
を
、
地
位
協
定
に
基
づ
く
米
公
用

船
舶
の
出
入
り
の
問
題
と
理
解
し
た
と
い
う
説
明
に
は
耳
を
疑
う
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
右
の
引
用
文
書
で
は
、
一
見
、
第
三

者
風
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
日
本
側
交
渉
当
事
者
」
に
は
、
東
郷
そ
の
人
も
含
ま
れ
る
と
い
う
か
、
中
心
人
物
だ
。

そ
の
東
郷
が
、
核
の
持
ち
込
み
と
米
公
用
船
舶
の
出
入
り
と
を
同
一
レ
ベ
ル
で
考
え
る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
有
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

最
初
に
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
核
の
持
ち
込
み
、
お
よ
び
、
在
日
米
軍
基
地
の
日
本
防
衛
以
外
の
作
戦
使
用
に
関
し
て
は
、
安
保
改

定
ま
で
、
米
側
に
は
な
ん
ら
の
法
的
制
約
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
安
保
改
定
に
よ
っ
て
、
事
前
協
議
事
項
と
な
っ
た
。
安
保
改
定
の
ま

さ
に
目
玉
で
あ
る
。
そ
の
形
式
は
、
安
保
条
約
本
文
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
付
属
文
書
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
協

議
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
最
終
的
に
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交

換
公
文
」
と
な
る
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
は
「
形
式
」
の
意
味
だ
。
た
だ
、
こ
の
形
式
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
（
日
本
側
は
議
定
書
を
主
張
、

米
側
は
交
換
公
文
を
主
張
）
と
、
そ
の
形
式
の
中
身
（
了
解
事
項
）
と
が
絡
み
合
っ
て
、
交
渉
が
続
け
ら
れ
る
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
日
米
双
方
が
書
簡
を
確
認
す
る
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
日
本
側
書
簡
に
は
岸
信
介
首
相
が
署
名
し
、
米
側
書
簡

に
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
Ａ
・
ハ
ー
タ
ー
国
務
長
官
が
署
名
、
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
と
も
呼
ば
れ
る
。

そ
の
核
心
部
分
の
英
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

M
ajor changes in the deploym

ent into Japan of U
nited S

tates arm
ed forces, m

ajor changes in their 
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equipm
ent, and the use of facilities and areas in Japan as bases for m

ilitary com
bat operations to be 

undertaken from
 Japan other than those conducted under A

rticle V
 of the said T

reaty, shall be the subjects 

of prior consultation w
ith the G

overnm
ent of Japan （2

）.

な
お
、
こ
の
交
換
公
文
の
日
本
語
文
も
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
「
討
議
の
記
録
」
が
英
文
で
の
記
録
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
れ
と
の
接
合
性
を
考
え
、
英
文
で
記
し
た
。
こ
の
文
書
は
抽
象
的
で
、
た
と
え
ば
、“M

ajor changes in the deploym
ent into 

Japan of U
nited S

tates arm
ed forces ”

や“m
ajor changes in their equipm

ent ”

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
一
読
し
て
理
解
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
交
換
公
文
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
の
解
釈
文
書
と
し
て
、「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
不
公
表
文
書

が
策
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
討
議
の
記
録
」
の
核
心
部
分
は
以
下
だ
。

a. “M
ajor changes in their equipm

ent ” is understood to m
ean the introduction into Japan of nuclear w

eapons, 

including interm
ediate and long-range m

issiles as w
ell as the construction of bases for such w

eapons, and 

w
ill not, for exam

ple, m
ean the introduction of non-nuclear w

eapons including short-range m
issiles w

ithout 

nuclear com
ponents.

b. “M
ilitary com

bat operations ” is understood to m
ean m

ilitary com
bat operations that m

ay be initiated from
 

Japan against areas outside Japan.

c. “P
rior consultation ” w

ill not be interpreted as aff ecting present procedures regarding the deploym
ent of 

七
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
二
三
）

U
nited S

tates arm
ed forces and their equipm

ent into Japan and those for the entry of U
nited S

tates m
ilitary 

aircraft and the entry into Japanese w
aters and ports by U

nited S
tates naval vessels, except in the case of 

m
ajor changes in the deploym

ent into Japan of U
nited S

tates arm
ed forces.

d. N
othing in the E

xchange of N
otes w

ill be construed as requiring “prior consultation ” on the transfer of 

units of U
nited S

tates arm
ed forces and their equipm

ent from
 Japan （3

）.

こ
れ
が
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約
文
書
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
き
た
。
米
側
文
書
に
も
記
載
さ
れ
（
4
）

、
日
本
側
で
も
報
告
対
象
文
書
と

し
て
公
開
さ
れ
た
（
5
）

。

核
持
ち
込
み
密
約
に
関
し
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
有
識
者
委
員
会
の
報
告
書
に

は
、
核
持
ち
込
み
の
謎
に
鋭
く
せ
ま
ろ
う
と
す
る
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
を
思
わ
せ
る
筆
致
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
（
核
持
ち
込
み
密
約
に
関
す
る

第
二
章
の
筆
者
は
坂
元
一
哉
（
6
）

）。
同
委
員
会
の
副
座
長
を
務
め
た
波
多
野
澄
雄
は
『
歴
史
と
し
て
の
日
米
安
保
条
約
』
を
二
〇
一
〇
年
一
〇

月
に
著
し
、
公
開
さ
れ
た
密
約
文
書
を
駆
使
し
て
、「
密
約
」
の
虚
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
（
7
）

。
さ
ら
に
、
共
同
通
信
編
集
委
員

で
あ
る
と
同
時
に
、
核
問
題
（
こ
の
場
合
に
は
、
核
兵
器
と
核
の
平
和
利
用
の
双
方
を
含
め
て
）
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
太
田
昌
克
は
、

二
〇
一
一
年
一
一
月
、『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
と
い
う
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
書
を
世
に
送
り
出
し
た
（
8
）

。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
を
研
究
す
る
余
地
は
も
は
や
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
筆
者
な
り
に
、
こ

の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。「
討
議
の
記
録
」
が
密
約
文
書
な
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
、「
討
議
の
記
録
」
の
文
言
の
解
釈
と

い
っ
た
問
題
は
、
当
然
、
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
本
稿
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
が
策
定
さ
れ
る
交
渉
過
程
に
注
目
し
た
い
。

七
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た
だ
、
そ
こ
に
は
お
お
き
な
制
約
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
公
文
書
は
、
理
由
は
異
な
る
も
の
の
、
す
べ
て
が
公
開
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
側
文
書
の
場
合
に
は
、
不
自
然
な
文
書
の
欠
落
が
見
ら
れ
、
文
書
の
破
棄
や
隠
蔽
を
疑
わ
せ
る
（
9
）

。
米
側

文
書
の
場
合
に
は
、
国
家
安
全
保
障
上
の
理
由
等
に
よ
り
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
文
書
が
あ
る
。
核
心
部
分
に
近
づ
け
ば
近
づ

く
ほ
ど
、
そ
の
ケ
ー
ス
が
増
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
参
照
で
き
る
文
書
は
不
完
全
で
あ
り
、
限
ら
れ
る
。

外
務
省
は
、
密
約
問
題
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
外
務
省
調
査
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
報
告

書
」
を
公
開
し
た
（
10
）

。
こ
の
調
査
チ
ー
ム
の
作
業
は
、
密
約
対
象
文
書
の
存
否
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で

は
、
密
約
が
も
し
文
書
と
し
て
残
ら
な
い
口
頭
の
約
束
で
あ
れ
ば
、
い
く
ら
文
書
を
探
し
た
と
こ
ろ
で
、
何
の
意
味
も
な
い
の
で
は
な
い

か
と
の
疑
問
が
生
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
文
書
の
存
否
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
日
米
の
公
文
書
を
も
と
に
、
核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
に
係
る

交
渉
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
日
米
の
交
渉
当
事
者
が
核
の
持
ち
込
み
に
関
し
何
を
約
束
し
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
思
う
。
こ
う

し
た
方
法
を
用
い
る
理
由
は
、
密
約
を
示
す
文
書
が
残
ら
な
い
よ
う
、
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ
。

対
象
と
す
る
期
間
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
や
「
討
議
の
記
録
」
に
関
す
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
一
九
五
八
年
一
〇
月
か
ら
一
九
五
九
年
六
月

ま
で
の
九
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
絞
り
、
交
渉
当
事
者
が
文
書
に
含
ま
れ
る
字
句
を
ど
の
よ
う
な
意
味
と
と
ら
え
た
の
か
、
交

渉
過
程
全
体
の
把
握
か
ら
理
解
し
よ
う
と
思
う
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
核
持
ち
込
み
を
め
ぐ
る
事
前
協
議
制
度
、
と
り
わ
け
、
第
六

条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
と
、
そ
の
解
釈
を
記
し
た
「
討
議
の
記
録
」
が
、
ど
の
よ
う
に
交
渉
さ
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
先
に
引
用
し
た
東
郷
の
言
を
検
証
し
た
い
。

本
稿
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
安
保
改
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
五
八
年
一
〇
月
を
起
点
と
し
、
同
年
末
ま
で
の

七
六



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
二
五
）

交
渉
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
〇
月
四
日
付
米
案
お
よ
び
一
一
月
二
六
日
付
日
本
案
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
第
三
節

で
は
、
交
渉
が
佳
境
を
む
か
え
る
六
〇
年
三
月
か
ら
五
月
を
中
心
に
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
と
「
討
議
の
記
録
」
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
が
扱

わ
れ
る
。
第
四
節
は
、
交
渉
過
程
を
通
じ
、「
討
議
の
記
録
」
に
つ
い
て
の
日
米
の
合
意
の
有
無
、「
討
議
の
記
録
」
の
意
味
、
地
位
協
定

と
の
関
係
、
密
約
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

二
．
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程

一
〇
月
四
日
付
米
案

五
八
年
一
〇
月
四
日
、
日
米
安
保
条
約
改
定
交
渉
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
岸
信
介
首
相
、
藤
山
愛
一
郎
外
務
大
臣
、

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世
駐
日
大
使
の
三
者
が
会
合
し
た
。
こ
の
席
で
、
正
式
な
提
案
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
実
質
的
な
米
案
を
提
示
し
た
（
11
）

。
こ
の
中
に
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

U
nder arrangem

ents m
ade for the com

m
on defense, the U

nited S
tates has the use of certain bases in Japan. 

T
he D

eploym
ent of U

nited S
tates forces and their equipm

ent into bases in Japan and the operational use of 

these bases in an em
ergency w

ould be a m
atter for joint consultation by the Japanese G

overnm
ent and the 

U
nited S

tates G
overnm

ent in the light of circum
stances prevailing at the tim

e （12
）.

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
核
兵
器
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

七
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
二
六
）

第
一
ク
ロ
ー
ズ
﹇
実
質
的
な
第
一
ク
ロ
ー
ズ
の
意
味
で
、
右
の
引
用
文
で
は
第
二
文
﹈
は
核
兵
器
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
で
は
通
常
兵

器
と
核
兵
器
を
並
列
し
て
い
っ
た
い
を
成
す
も
の
で
あ
る
の
で
核
兵
器
の
み
を
抽
出
し
て
取
扱
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
核
兵
器
と
い
う
字
は

使
っ
て
い
な
い
。
尚
之
は
核
兵
器
の
み
に
関
す
る
了
解
で
あ
っ
て
、
核
兵
器
以
外
に
関
す
る
了
解
は
従
来
通
り
と
す
る
了
解
で
本
案
は
出
来
て

い
る
（
13
）

。

こ
の
文
書
に
は
東
郷
の
印
が
押
さ
れ
、
か
な
ら
ず
し
も
詳
細
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
も
う
少
し
詳
し
い
内
容
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

か
ら
国
務
省
に
発
せ
ら
れ
た
こ
の
会
談
の
報
告
電
報
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

I m
et this m

orning for tw
o hours w

ith K
ishi and F

ujiyam
a. A
t m
eeting I gave them

 text of draft treaty as 

authorized in D
eptel 474 and carefully explained its provisions. I also gave them

 text of form
ula and 

explained our understanding of its provisions, particularly w
ith respect to lim

itations on consultation as set 

forth D
eptel, para 3 （14

）.

前
述
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
れ
を
米
側
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る

D
eptel 474

と
は
、
九
月
二
九
日
の
国
務
省
発
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
訓
電
で
あ
る
。
こ
の
訓
電
の
核
心
部
分
は
以
下
だ
。

D
uring course negotiations seek confi rm

ation our understanding follow
ing points: 

（A

） T
hat “deploym

ent of 

七
八



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
二
七
）

U
S
 forces and their equipm

ent into Japan ” refers only to nuclear w
eapons and 

（B

） question of entry into 

Japanese w
aters and ports of U

S
 w
arships carrying nuclear w

eapons shall continue as in past and not fall 

w
ithin consultation form

ula （15
）.

核
兵
器
を
搭
載
し
た
米
軍
艦
が
日
本
領
海
へ
入
る
こ
と
、
お
よ
び
、
寄
港
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
継
続
さ
れ
、
協
議
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
範

疇
外
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
日
本
側
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
は
、
米
国
務
省
編
纂
の

F
R

U
S

（F
oreign

 R
elation

s of th
e U

n
ited

 S
tates

）
で
はnot declassifi ed

（
機
密
指
定
非
解
除
）
と
さ
れ
て
お
り
、R

G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45

に
あ
る
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
説
明
に
戻
る
と
、D
eptel, para3

と
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
こ
が
核
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
説
明
だ
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、F

R
U

S

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
電
報
か
ら
見
て
い
こ
う
。

I explained that fi rst operative clause in form
ula on “deploym

ent of U
S
 forces and equipm

ent into bases in 

Japan ” referred specifi cally to introduction of nuclears

﹇2 lin
es of sou

rce text n
ot d

eclassifi ed （
16
）

﹈.

こ
の
イ
タ
リ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
が
核
心
部
分
で
あ
り
、
前
述
のR

G
84

で
は
、“A

nd that in other respects present procedures, 

including these for entry into Japanese w
aters and ports of U

. S
. w
arships, w

ould continue to be follow
ed. ”

と
な
っ
て

い
る
（
17
）

。

七
九



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
二
八
）

D
eptel 474

ほ
ど
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
米
軍
艦
の
日
本
領
海
へ
入
る
こ
と
、
お
よ
び
、
寄
港
に
関

す
る
現
行
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
つ
づ
け
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
軍
艦
（w

arships

）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
地
位
協

定
第
五
条
と
の
関
連
か
ら
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
地
位
協
定
第
五
条
の
公
の
船
舶
等
の
出
入
国
は
か
な
ら
ず
し
も
米
軍
艦
で
あ
る
必
要
は

な
い
。
民
間
の
船
舶
で
あ
っ
て
も
米
国
の
た
め
に
運
航
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
適
用
対
象
に
な
る
か
ら
だ
。

さ
ら
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
がD

eptel 474

を
そ
の
ま
ま
説
明
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
電
報
が
あ
る
。
一
〇
月
二
二
日
付
米
国
大
使
館

（
東
京
）
発
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
大
使
館
宛
の
電
報
だ
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
国
務
・
国
防
両
省
交
渉
訓
令

に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
解
釈
文
書
は
、
条
約
案
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
と
共
に
、

岸
・
藤
山
に
手
交
さ
れ
て
い
た
。
再
度
、
そ
の
重
要
部
分
の
み
を
引
用
す
れ
ば
、“question of entry into Japanese w

aters and 

ports of U
S
 w
arships carrying nuclear w

eapons shall continue as in past and not fall w
ithin consultation form

ula. ”

で

あ
る
（
18
）

。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
訓
令
に
し
た
が
い
、
間
違
い
な
く
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
解
釈
を
岸
・
藤
山
に
伝
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
電
報
は
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
大
使
館
宛
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
国
務
省
に
も
情
報
と
し
て
送
付
さ
れ
た
。
な
ぜ
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
米

大
使
館
宛
な
の
か
と
い
え
ば
、
米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
一
九
四
七
年
に
米
比
軍
事
基
地
協
定
を
締
結
し
、
こ
の
時
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の

要
求
で
、
米
比
間
で
同
協
定
の
改
定
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
日
米
安
保
条
約
と
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
は
、
パ
ラ

レ
ル
な
関
係
に
あ
っ
た
。

一
〇
月
四
日
の
米
案
提
示
を
受
け
、
日
本
側
も
詳
細
に
内
容
を
検
討
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
程
度
の
検
討
を
終
え
た
一
〇
月
九
日
、

霞
友
会
館
に
お
い
て
、
藤
山
大
臣
、
山
田
久
就
次
官
、
森
治
樹
ア
メ
リ
カ
局
長
、
高
橋
通
敏
条
約
局
長
、
田
中
弘
人
ア
メ
リ
カ
局
次
長
、

八
〇



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
二
九
）

藤
崎
万
里
条
約
局
次
長
、
東
郷
安
全
保
障
課
長
の
七
名
で
、「
日
米
安
全
保
障
に
関
す
る
新
条
約
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
へ
方
」
に
つ
い

て
の
検
討
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
の
資
料
で
は
、
核
持
ち
込
み
に
関
し
、「
五
．
米
軍
が
日
本
地
域
以
外
の
戦
闘
行
為
の
為
め
日
本
基

地
を
作
戦
的
に
し
よ
う
す
る
場
合
及
び
核
兵
器
持
込
に
関
し
、
日
本
政
府
と
事
前
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
な
っ
て
い
る
（
19
）

。
米
側

が
提
案
し
た
共
同
協
議
に
対
し
、
日
本
側
は
事
前
協
議
で
臨
む
と
の
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

一
〇
月
一
三
日
、
東
京
の
米
大
使
館
よ
り
国
務
省
に
宛
て
、
事
務
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
る
協
議
の
様
子
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
が
非
公
式
に
確
認
を
求
め
た
点
と
し
て
以
下
が
み
て
と
れ
る
。

4. T
hey referred to proposed agreed understanding on lim

itation of first operative clause to nuclear 

w
eapons, and pointed out that this w

ould have eff ect of very substantially narrow
ing consultation com

m
itm
ent 

in K
ishi-E

isenhow
er com

m
unique and in agreed term

s of reference of S
ecurity C

om
m
ittee. 

（C
om
m
ent: W

e 

replied w
e felt quite certain there w

as no repeat no intent to narrow
 existing practices or com

m
itm
ents （20

）.

）

日
本
側
は
、
実
質
的
な
第
一
ク
ロ
ー
ズ
、
つ
ま
り
、
核
兵
器
に
限
定
す
る
と
の
了
解
案
に
言
及
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
岸
・
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
五
七
年
六
月
）、
そ
れ
に
、
安
全
保
障
委
員
会
へ
の
委
任
事
項
に
あ
る
協
議
す
る
と
の
約
束
を
、
実
質

的
に
非
常
に
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
影
響
が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
と
い
う
。

こ
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
、「
日
米
両
国
間
の
安
全
保
障
に
関
す
る
現
行
の
諸
取
極
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。
合
衆
国
に
よ
る

そ
の
軍
隊
の
日
本
に
お
け
る
配
備
及
び
使
用
に
つ
い
て
実
行
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も
協
議
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
安
全
保
障
条
約
に
関

八
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
三
〇
）

し
て
生
ず
る
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
政
府
間
の
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
」
と
あ
る
（
21
）

。
米
軍
の
日
本
に
お
け
る
配

備
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
協
議
で
き
る
し
、
ま
た
、
安
全
保
障
委
員
会
で
協
議
が
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
側
は
、
こ
の
協
議

を
行
う
場
合
を
制
約
し
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
、
核
兵
器
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
が
協
議
事
項
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
右

引
用
文
の
括
弧
内
に
米
側
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
米
側
は
、
既
存
の
慣
行
あ
る
い
は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
狭
め
る
意
図
は
ま
っ
た
く
な
い

と
受
け
取
っ
て
い
る
と
答
え
た
と
い
う
。

一
一
月
二
六
日
付
日
本
案

米
案
が
提
示
さ
れ
た
四
日
後
の
一
〇
月
八
日
、
警
察
官
職
務
執
行
法
（
警
職
法
）
改
正
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
岸
は
安
保
改
定

を
見
越
し
、
大
衆
運
動
取
締
り
の
た
め
、
警
察
官
の
権
限
を
大
幅
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
、
国
会
内
外
の
警
職

法
改
正
に
対
す
る
抵
抗
は
は
げ
し
く
、
安
保
改
定
交
渉
は
一
時
的
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
初
、
岸
は
新
条
約
を
五
八
年
末
か
ら

の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、
交
渉
は
か
な
り
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
（
22
）

。
そ
の
間
、
日
本
側
で
は
、
対
案
の
提
示
に

向
け
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
が
続
け
ら
れ
た
。

一
一
月
二
六
日
、
警
職
法
問
題
で
国
会
紛
糾
後
、
初
め
て
の
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
談
で
、
藤
山
は
、
私

案
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
日
本
側
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
示
し
た
。

M
ajor changes in the disposition of the U

nited S
tates forces 

（including their equipm
ent

） m
aintained in Japan 

and the use of facilities and areas w
ithin Japan as the bases of m

ilitary operations for purposes other than 
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
三
一
）

the defense of Japan shall be eff ected upon prior consultation w
ith the G

overnm
ent of Japan （23

）.
こ
の
文
書
の
欄
外
に
は
、
手
書
き
で
、「
十
一
月
二
十
一
日
午
後
三
時
│
六
時
大
臣
公
邸
に
於
て
日
本
の
国
内
的
に
は
最
も
都
合
の
い

い
案
或
は
日
本
と
し
て
最
も
強
い
案
と
云
う
こ
と
で
本
案
を
検
討
せ
り
（
大
臣
、
次
官
、
両
局
長
、
両
次
長
、
両
課
長
出
席
）」
と
あ
る
。
東

郷
は
、
改
定
安
保
条
約
が
批
准
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
六
月
、
同
条
約
の
交
渉
過
程
を
綴
っ
た
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉

経
緯
」
と
題
す
る
調
書
を
作
成
し
て
い
る
（
以
下
、
東
郷
調
書
と
し
て
引
用
す
る
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
六
、
十
月
四
日
の
米
側
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
案
に
関
し
て
は
、「
協
議
」
を
「
事
前
協
議
」
に
改
め
る
と
共
に
「
そ
の
時
の
状
況
に
照
ら
し
」
を
削
除
せ
る
他
若
干
の
修
文
を

行
い
、
こ
れ
を
議
定
書
の
形
に
整
へ
た
案
を
作
成
し
た
。」
と
あ
る
（
24
）

。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
に
つ
い
て
、
藤
山
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
趣
旨
を
説
明
し
た
。

貴
方
案
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
こ
れ
を
議
定
書
の
形
と
し
た
。
実
質
は
貴
方
案
と
同
一
で
あ
る
が
、
前
段
の
表
現
は
、
基
地
使
用
に
関
す
る
第
三

条
の
表
現
と
関
連
し
、
米
軍
の
平
時
駐
留
の
意
味
を
含
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
事
前
協
議
と
し
た
の
は
条
約
本
文
の
協
議
よ
り
重
要
性

を
持
た
し
め
た
る
為
別
の
表
現
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
25
）

。

こ
れ
に
対
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
就
て
は
、
議
定
書
等
の
形
式
は
自
分
は
形
式
と
し
て
は
結
構
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
議
定
書
で
あ
れ
ば
米
議
会
の
批
准
を
求
め

八
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
三
二
）

る
必
要
を
生
ず
る
。
然
し
其
の
内
容
は
批
准
を
求
め
る
性
質
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
米
政
府
と
し
て
は
批
准
を
要
し
な
い
形
と
し
度
い
。
本

件
文
書
は
条
約
の
関
係
文
書
と
し
て
議
会
に
は
送
る
が
批
准
の
対
象
と
は
し
な
い
。
尚
表
現
も
よ
い
様
に
思
ふ
が
、
た
だ
「
日
本
防
衛
以
外
の

目
的
」
と
書
く
よ
り
「
第
何
条
の
目
的
以
外
」
と
し
て
は
ど
う
か
と
思
ふ
（
26
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
中
身
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、
表
現
も
よ
い
よ
う
に
思
う
と
述
べ
る
な
ど
、

肯
定
的
で
あ
る
。

会
談
の
様
子
を
国
務
省
に
報
告
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
電
報
（T

okyo 1115

）
で
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
し
、
き
わ
め
て
楽
観
的
で

あ
っ
た
。
岸
と
藤
山
は
、
新
条
約
に
相
互
性
と
い
う
要
素
を
も
た
ら
す
た
め
、
日
本
が
行
い
う
る
も
っ
と
も
重
要
な
貢
献
が
、
在
日
米
軍

基
地
の
使
用
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
原
則
を
十
分
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
米
側
の
観
点
か
ら
見
て
、

何
ら
お
お
き
な
問
題
は
な
い
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
報
告
し
た
（
27
）

。

F
R

U
S

で
は
、
こ
の
電
報
の
一
部
で
あ
る1 paragraph

（10-1/2 lines

）
がnot declassifi ed

と
な
っ
て
い
る
。R

G
84 Japan; T

okyo 

E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45

に
よ
れ
ば
、
そ
の
部
分
と
は
以
下
だ
。

A
ctually by using phrase “m

ajor changes in disposition, etc. ” Japanese form
ula above 

（w
hich in som

e respects 

seem
s better than our form

ula from
 our view

point

） takes into account strong pitch w
e m
ade that form

ula should 

not rpt not be interpreted as aff ecting present procedures, including those for entry into Japan w
aters and 

ports by U
S
 w
arships and that w

e w
ould expect to be able to use our bases and facilities in Japan for 

八
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
三
三
）

logistical support of our forces. If W
ashington agrees I w

ould like actively to encourage Japanese to propose 

above form
ula they show

ed us but can only do so if I know
 in advance it w

ill be generally acceptable to us （28
）.

日
本
側
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
は
正
式
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
米
側
に
と
っ
て
か
な
り
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
案
で
は
、
米
側
の
意
図
を
察
し
て
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
事
前
協
議
が
行
な
わ
れ
る
場
合
を
「
重
要

な
変
更
」（M

ajor changes
）
に
限
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
側
の
記
録
に
こ
の
修
正
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
「
討
議
の
記
録
」
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

最
後
の
節
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

も
と
も
と
、
米
側
は
核
兵
器
と
通
常
兵
器
を
区
別
し
な
い
で
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
一
〇
月
四
日
の
米

案
提
示
の
際
、
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
）、
米
軍
艦
が
日
本
の
領
海
に
入
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
寄
港
す
る
場
合
に
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
核
搭
載
艦
船
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。

こ
の
会
談
を
受
け
、
米
側
で
も
日
本
案
の
検
討
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
、
発
せ
ら
れ
た
の
が
一
二
月
六
日
の
つ
ぎ
の

訓
電
で
あ
る
。F

R
U

S

で
は
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
部
分
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

3. A
s you have previously pointed out to Japanese, confi rm

ed understanding on consultation form
ula should 

assure 

（a

） form
ula w

ill not be interpreted as aff ecting present proedures w
ith respect to deploym

ent of U
S
 

forces and equipm
ent in Japan, 

﹇1-1/
2 lin

es of sou
rce text n

ot d
eclassifi ed

﹈ （b

） consultation on Q
T
E
 m
ajor 

八
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
三
四
）

changes in disposition U
N
Q
T
E
 w
ill be confi ned to the introduction of nuclears into Japan （29

）.
こ
のnot declassifi ed

の
部
分
は
、R

G
84 Japan; T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45

に
よ

れ
ば
、“including those for entry into Japanese w

aters and ports by U
S
 w
arships carrying nuclears ”

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
国
務
省
は
、
再
度
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
、
日
本
側
に
確
認
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
日
本
側
が
こ
れ
を
受
諾
し
た
の
か
だ
。

三
．「
討
議
の
記
録
」
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程

三
月
二
〇
日
付
日
本
案

一
一
月
二
六
日
付
日
本
案
が
提
示
さ
れ
て
以
降
、
政
権
与
党
で
あ
る
自
民
党
内
の
派
閥
間
の
意
見
対
立
も
あ
り
、
米
側
と
し
て
は
、
日

本
政
府
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
ら
な
い
か
ぎ
り
、
交
渉
を
再
開
し
な
い
考
え
で
あ
っ
た
（
30
）

。
党
内
の
混
乱
も
よ
う
や
く
収
束
し
、
五
九
年
三

月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
あ
ら
た
め
て
、
日
本
案
が
提
示
さ
れ
た
（
31
）

。

日
本
側
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
（
議
定
書
案
）
の
核
心
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

M
ajor changes in the disposition of U

nited S
tates forces 

（including those in their equipm
ent

） in Japan and the 

use of facilities and areas as the bases of m
ilitary operations other than those conducted under A

rticle V
 of 

the T
reaty shall be eff ected upon prior consultation w

ith the G
overnm

ent of Japan （32
）.

八
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
三
五
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
修
文
提
案
（
第
何
条
の
目
的
以
外
）
を
取
り
入
れ
、
内
容
は
一
一
月
二
六
日
案
と
大
差
な
い
。
こ
の
会
談
で
は
、

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
中
身
に
つ
い
て
の
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
本
案
の
形
式
が
議
定
書
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
米
議
会
に
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。
内
容
が
行
政
府
の
専
管
事
項
な
の
で
、

議
会
に
か
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
議
定
書
に
代
わ
る
交
換
公
文
等
の
方
法
を
研
究
す
る
よ
う
求
め
た
（
33
）

。
ち
な
み

に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
三
日
の
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
藤
山
は
交
換
公
文
の
形
式
を
受
け
入
れ
る
（
34
）

。

こ
の
時
点
で
、
日
本
側
は
、
新
条
約
・
新
協
定
の
署
名
を
六
月
下
旬
に
完
了
す
る
こ
と
を
目
標
に
交
渉
に
臨
ん
で
い
た
。
六
月
二
日
に

参
議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
新
条
約
の
要
綱
を
発
表
し
、
選
挙
戦
を
有
利
に
戦
い
た
い
と
政
府
は
考
え
て

い
た
。
ま
た
、
七
月
上
旬
に
は
、
岸
の
中
南
米
欧
州
訪
問
旅
行
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
前
に
目
途
を
つ
け
た
か
っ
た
（
35
）

。

三
月
二
八
日
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
が
開
か
れ
た
が
、
会
談
録
で
は
行
政
協
定
と
条
約
に
関
す
る
議
論
だ
け
が
扱
わ
れ
、

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
（
36
）

。
た
だ
、
東
郷
調
書
に
は
、
こ
の
会
談
で
、「
⑴
米
軍
の
日
本
出
入
に
関
す
る
現
行
手

続
に
変
更
な
き
こ
と
、
⑵
装
備
は
核
兵
器
の
み
を
指
す
こ
と
、
⑶
撤
退
は
事
前
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
、
⑷
基
地
使
用
の
事
前
協

議
は
日
本
の
基
地
か
ら
行
わ
れ
る
日
本
外
の
コ
ン
バ
ッ
ト
・
オ
ペ
レ
イ
シ
ョ
ン
に
限
る
こ
と
、
の
四
点
」
に
つ
い
て
、
米
側
が
確
認
を
求

め
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
37
）

。

四
月
八
日
夜
の
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
懸
案
で
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
行
わ
れ
た
（
38
）

。
ま
ず
、

藤
山
は
、
三
月
二
〇
日
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
を
、
あ
ら
た
め
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
示
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
藤
山
に
、
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
の
意
味
に
つ
い
て
誤
解
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
を
読
み
上
げ
た
。
三
月
二
八
日
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
が
藤
山
に
話
し
た
内
容
を
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
討
議
の
記
録
」
と
の
関
係
か
ら
、
全
四
項
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
三
六
）

目
す
べ
て
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

1. F
orm
ula w

ill not rpt not be interpreted as affecting present procedures, w
hich are w

orking quite 

satisfactorily, re deploym
ent of U

S
 forces and their equipm

ent into Japan, including those for entry of U
S
 

m
ilitary aircraft and entry into Japanese w

aters and ports by U
S
 naval vessels.

2. C
onsultation on “m

ajor changes in disposition ” w
ill be confi ned to introduction of nuclear w

eapons into 

Japan. A
s I pointed out on O

ct 4

（E
m
btel 743, O

ct. 5, 1958

）, w
e understand that form

ula w
ould not rpt not, for 

exam
ple, have to apply to introduction of conventional w

eapons, such as m
issiles w

ithout nuclear w
arheads.

3. C
onsultation w

ill not rpt not be necessary for w
ithdraw

al of U
S
 forces from

 Japan, but w
e w
ould expect 

to follow
 present procedures notifying Japanese authorities in advance of such w

ithdraw
als.

4. C
onsultation on m

ilitary operations other than those undertaken under provisions of A
rticle V

 w
ill cover 

only m
ilitary com

bat operations in areas outside Japan undertaken from
 bases in Japan.

F
ujiyam

a said he accepted our understanding and perceived no diffi  culty （39
）.

内
容
的
に
は
、
五
八
年
一
〇
月
四
日
付
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
の
了
解
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
海
軍
艦
船
の
エ

ン
ト
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
米
軍
航
空
機
の
エ
ン
ト
リ
ー
も
付
け
加
え
た
。
こ
れ
は
、S

A
C
 fl ights

を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｃ

と
は
戦
略
航
空
軍
団
（S

trategic A
ir C
om
m
and

）
の
こ
と
で
、
時
折
、
日
本
上
空
を
通
過
し
て
い
た
戦
略
航
空
軍
団
の
戦
略
爆
撃
機
（
核

八
八



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
三
七
）

搭
載
可
能
）
を
念
頭
に
、
日
本
領
空
に
入
り
、
立
ち
寄
る
こ
と
も
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
と
説
明
し
た
の
だ
（
40
）

。

こ
の
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
が
、「
討
議
の
記
録
」
の
原
型
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
四
項
目
あ
る
が
、
藤
山
は
米
側
の
了
解
を
受
け

入
れ
、
な
ん
ら
困
難
は
な
い
と
思
う
、
と
述
べ
た
。

米
軍
の
日
本
の
領
海
へ
の
進
入
あ
る
い
は
寄
港
は
、
米
軍
艦
に
関
し
て
は
、
核
兵
器
も
通
常
兵
器
も
ま
っ
た
く
区
別
し
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
は
す
で
に
藤
山
に
も
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。「
核
兵
器
を
搭
載
し
た
艦
船
」
と
明
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
核
搭
載
艦
船
の

寄
港
は
協
議
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

「
討
議
の
記
録
」
ｃ
項
は
、
こ
の
第
一
項
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
順
番
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、「
討
議
の
記
録
」
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
意
味
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
次
節
で
検
討
す
る
。

四
月
二
八
日
午
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
藤
山
・
山
田
と
長
時
間
に
わ
た
り
会
談
し
た
（
41
）

。
日
本
側
は
、
安
保
条
約
と
行
政
協
定
の
改
定
に

関
す
る
文
書
を
す
べ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
手
交
し
た
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
の
会
談
の
様
子
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

国
務
省
に
報
告
し
て
い
る
。

Japanese have also proposed form
ula for consultation virtually sam

e as in E
m
btel 1115, N

ov 28, and have 

accepted in toto

（as indicated in E
m
btel 2076 and subsequently confi rm

 to m
e again

） four points in U
S
 position set 

forth in D
eptel 824, D

ec 7. Japanese form
ula, together w

ith their acceptance of our four-point understanding, 

w
ould seem

 to give us everything w
e insisted on w

ith respect to this m
atter. F

urtherm
ore, they have dropped 

insistence that form
ula be P

rotocol to T
reaty and have agreed to our position that it be contained in 

八
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exchange of N
otes w

hich they w
ill present to D

iet （42
）.

注
目
す
べ
き
は
、D

eptel 824, D
ec 7

に
米
側
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
四
項
目
を
日
本
側
が
そ
っ
く
り
受
け
入
れ
た
、

と
指
摘
し
て
い
る
点
だ
。
こ
のD

eptel 824

に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
紹
介
し
た
。
ま
た
、E

m
btel 2076

は
、
こ
の
節
で
取
り
上
げ
た
。

こ
の
四
項
目
の
米
側
了
解
が
、「
討
議
の
記
録
」
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、“they 

﹇K
ishi 

and F
ujiyam

a

﹈ have bought basic substance of our proposal for consultation form
ula ”

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
米
側

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
の
基
本
的
な
中
身
、
つ
ま
り
、
全
四
項
目
の
了
解
事
項
を
含
め
、
受
け
入
れ
た
と
の
認
識
で
あ
っ
た
（
43
）

。

四
月
二
八
日
の
藤
山
・
山
田
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
会
談
以
降
、
日
本
側
提
案
を
基
礎
に
、
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
。
米
側
で
は
、
他
の

電
報
と
区
別
す
る
た
め
、
安
保
改
定
に
関
す
る
交
渉
の
表
題
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
が
用
い
ら
れ
た
（
44
）

。
こ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
と
はS

ecurity 

N
egotiations

の
略
称
だ
。S

E
C
N
O
G
 4

が
、“C

onsultation form
ula and com

m
ents thereon ”

で
あ
る
（
45
）

。

米
交
換
公
文
案

日
本
側
正
式
案
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
約
一
〇
日
が
経
っ
た
五
月
九
日
、
国
務
・
国
防
両
省
に
よ
る
日
本
案
の
検
討
が
終
了
し
た
（
46
）

。
そ
の

結
果
、
核
持
ち
込
み
に
関
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
て
の
訓
令
は
、F

R
U

S

に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

3. U
nderstanding on form

ula 

（E
m
btel

） should be set forth in exchange of classified letters betw
een 

A
m
bassador M

acA
rthur and F

oreign M
inister F

ujiyam
a. In this regard, point three should be deleted and 

九
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
三
九
）

point four should be expanded to refer to “direct launching ” of com
bat operations and to m

ake clear logistic 

operations are not covered by form
ula.﹇5 lin

es of sou
rce text n

ot d
eclassifi ed （

47
）

﹈

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
る
了
解
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
藤
山
と
の
機
密
交
換
公
文
に
す
べ
き
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ー
キ
ン
グ
・

ペ
ー
パ
ー
に
あ
っ
た
四
項
目
の
う
ち
、
第
三
項
目
の
「
米
軍
の
日
本
か
ら
の
撤
退
」
は
削
除
し
、
第
四
項
目
の
戦
闘
作
戦
行
動
は
、
直
接

出
撃
に
言
及
す
る
よ
う
発
展
さ
せ
、
補
給
活
動
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。not declassifi ed

の
部
分

はR
G
84 Japan; T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64

で
明
ら
か
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
極
東
担
当
国
務
次
官
補
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

C
om
m
ent: W

hile F
ujiyam

a has accepted our fine standing, believe form
al letters desirable to avoid any 

m
isunderstanding w

ith subsequent Japanese governm
ents. H

ave no objection to classifying these letters and 

carefully restricting distribution to avoid any em
barrassing public leaks. A

ppreciate receiving your draft 

language for clearance （48
）.

米
側
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
了
解
に
関
す
る
立
場
を
藤
山
は
明
確
に
受
諾
し
て
い
る
が
、
日
本
の
後
継
内
閣
が
如
何
な
る
誤
解
も
し
な
い

よ
う
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
交
換
公
文
（
書
簡
）
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
そ
の
ド
ラ
フ
ト
を
起
草
す
る
よ
う
促

し
て
い
る
。

九
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〇
）

こ
れ
を
受
け
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
翌
一
〇
日
、
国
務
省
に
返
電
し
た
（
49
）

。
こ
れ
がS
E
C
N
O
G
 13

で
あ
る
（
50
）

。
公
表
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
お
よ

び
日
本
政
府
の
機
密
了
解
事
項
か
ら
交
換
公
文
案
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
公
表
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

M
ajor changes in the disposition in Japan of U

S
 arm

ed forces, including those in their equipm
ent, and the 

use of facilities and areas as bases for m
ilitary com

bat operations other than those conducted under A
rticle 

V
 of the said T

reaty, w
ill be the subject of prior consultation w

ith the G
O
J in the light of circum

stances 

prevailing at the tim
e. C
onsultation w

ill not be required concerning the w
ithdraw

al of U
S
 arm

ed forces and 

their equipm
ent from

 Japan. H
ow
ever, the U

S
 w
ould expect to follow

 the present procedure of notifying the 

G
O
J in advance of such w

ithdraw
als （51

）.

一
〇
月
四
日
付
米
案
に
あ
っ
た
「
そ
の
時
の
状
況
に
照
ら
し
」
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
に
あ
っ
た
第
三
項
目

の
米
軍
の
撤
退
は
、
公
表
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
政
府
の
了
解
事
項
は
つ
ぎ
の
三
項
目
と
な
っ
た
。

（1

） C
onsultation w

ill not be interpreted as affecting present procedures, w
hich are w

orking quite 

satisfactorily, regarding the deploym
ent of U

S
 forces and their equipm

ent into Japan, including those for 

the entry of U
S
 m
ilitary aircraft and the entry into Japanese w

aters and ports by U
S
 naval vessels.

（2

） C
onsultation on “m

ajor changes in disposition ” w
ill be confi ned to introduction of nuclear w

eapons into 

九
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
四
一
）

Japan and w
ill not for exam

ple, apply to the introduction of conventional w
eapons, such as m

issiles w
ithout 

nuclear w
arheads.

（3
） C

onsultation on m
ilitary operations other than those undertaken under provisions of A

rticle V
 w
ill cover 

only the direct launching of m
ilitary com

bat operations to areas outside Japan undertaken from
 bases in 

Japan （52
）.

こ
の
三
項
目
が
不
公
表
交
換
公
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
53
）

。

「
討
議
の
記
録
」
で
の
決
着

五
月
一
一
日
午
後
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
内
容
を
報
告
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
電
報
で
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
54
）

。
こ
の
部
分
は
、F

R
U

S

で
はnot declassifi ed

だ
（
55
）

。

R
e consultation form

ula, I gave him
 on personal basis revised version as per E

m
btel 2357, m

aking clear 

（D
eptel 1677

） that it did not rpt not yet have fi nal W
ashington approval. I also gave him

, w
ith appropriate 

explanations, the proposed text of classifi ed E
xchange of N

otes

（S
E
C
N
O
G
 13 （56

）
）.

こ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
藤
山
に
、
適
切
な
説
明
を
施
し
な
が
ら
、
前
述
のS

E
C
N
O
G
 13

（
機
密
交
換
公
文
案
）
を
手
交
し

九
三
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二
）

た
こ
と
に
な
る
。
核
持
ち
込
み
の
核
心
部
分
、
つ
ま
り
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
お
よ
び
核
搭
載
米
軍
機
の
一
時
立
寄
り
は
、
事
前
協

議
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
藤
山
は
知
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
月
一
四
日
の
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
状
況
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
日
、
山
田
は
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

次
に
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
付
、
大
臣
は
秘
密
了
解
な
し
を
強
く
希
望
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
全
く
非
公
式
に
討
議
の
素
材
と
し
て
二
三
の
ペ
イ

パ
ー
を
お
示
し
す
べ
し
。

別
紙
二
は
、
右
の
趣
旨
よ
り
公
表
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
核
兵
器
を
メ
ン
シ
ョ
ン
せ
る
も
の
で
あ
る
。
又
撤
退
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
明
に
す
る

為deploym
ent into

と
し
、m

ajor changes

は
止
め
て
い
る
（
57
）

。

藤
山
が
機
密
交
換
公
文
案
に
難
色
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
非
公
式
の
討
議
の
素
材
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

こ
こ
に
い
う
「
核
兵
器
を
メ
ン
シ
ョ
ン
せ
る
も
の
」
と
は
何
か
。
日
本
側
が
用
意
し
た
公
表
交
換
公
文
案
で
あ
る
別
紙
二
は
、
以
下
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

“T
he deploym

ent into Japan of U
nited S

tates arm
ed forces other than the entry of such forces by w

ay of 

routine m
ovem

ents, the introduction of nuclear w
eapons into Japan, and the use of facilities and areas in 

Japan as bases for m
ilitary com

bat operations to be directly launched to areas outside Japan shall be the 

九
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
四
三
）

subjects of prior consultation w
ith the G

overnm
ent of Japan （58

）. ”
核
持
ち
込
み
問
題
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
日
本
政
府
と
の
事
前
協
議
の
主
題
は
、
通
常
の
移
動
と
し
て
の
米
軍
の
エ
ン
ト
リ
ー
以
外

の
米
軍
の
日
本
へ
の
配
置
、
そ
れ
に
、
核
兵
器
の
日
本
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
の
「
通
常
の
移
動
と
し

て
の
米
軍
の
エ
ン
ト
リ
ー
」
は
、
第
七
艦
隊
の
入
港
が
前
提
と
さ
れ
、
後
者
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
核
兵
器
を
陸
上
に
保
管
し

た
り
、
設
置
す
る
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
、“the introduction of nuclear w

eapons into Japan ”

を
入
れ
て
公
表
す
れ
ば
、
野
党
側
が
き
び
し
く
追
求
し
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
政
府
答
弁
か
ら
考
え
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
一
時
的
な
寄
港
や
立
ち
寄
り
も
含
ま
れ
る
、
と
説
明
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
作
成
の
経
緯
」
と
い
う
報
告
対
象
文
書
で
は
、
こ
の
日
の
会
談
で
、「
秘
密
了
解
は

内
容
は
国
会
等
で
は
そ
の
儘
発
表
し
て
差
支
え
な
い
が
、
そ
の
文
書
の
み
が
秘
密
で
あ
る
旨
了
解
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
（
59
）

。

こ
の
会
談
か
ら
一
週
間
ほ
ど
し
た
五
月
二
〇
日
の
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
日
本
側
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
へ
の“the 

introduction of nuclear w
eapons into Japan ”

の
挿
入
を
撤
回
し
た
と
思
わ
れ
る
（
60
）

。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
、
山
田
が
つ
ぎ
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
か
ら
だ
。

次
官　

次
に
移
り
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
付
お
話
し
度
し
。

（
別
紙
二
及
び
三
を
提
示
）

九
五
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四
四
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（
右
に
関
す
る
応
酬
に
於
て
、
次
官
よ
り
別
紙
二
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
核
兵
器
及
び
基
地
の
作
戦
使
用
の
二
問
題
に
限
定
し
、
最
小
限
に
止
め

ん
と
す
る
も
の
な
る
こ
と
、
別
紙
三
は
本
文
にdeploym

ent into

を
加
へ
る
と
共
に
米
側
に
ミ
ー
ト
す
る
為
め
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
出
入
の
手

続
及
び
ユ
ニ
ッ
ツ
の
撤
退
に
言
及
せ
る
も
の
な
る
こ
と
。
作
戦
使
用
に
関
し
、directly launching

様
な
ミ
リ
タ
ン
ト
な
諸
点
を
述
べ
、
其

の
場
の
思
付
で
は
、
本
文
は
Ａ
案
を
採
り
、
了
解
は
Ｂ
案
⑴
⑵
を
加
へ
、
且direct launching

に
関
す
る
表
現
は
考
へ
た
上
本
文
に
置
く
こ

と
を
考
へ
て
は
ど
う
か
と
思
ふ
が
、
更
に
よ
く
考
へ
て
見
度
し
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
61
）

。）

こ
の
別
紙
二
と
三
の
核
心
部
分
は
以
下
で
あ
る
。

別
紙
二　
（D

raft F
orm
ula A

）

M
ajor changes in the equipm

ent of U
nited S

tates arm
ed forces in Japan and the use of facilities and areas 

as bases for m
ilitary com

bat operations other than those conducted under A
rticle V

 of the said T
reaty, that 

m
ay be undertaken by U

nited S
tates arm

ed forces from
 such bases to areas outside Japan, shall be the 

subjects of prior consultation w
ith the G

overnm
ent of Japan.

別
紙
三　
（D

raft F
orm
ula B

）

T
he deploym

ent into Japan of U
nited S

tates arm
ed forces other than the entry by w

ay of routine m
ovem

ents 

of such forces, m
ajor changes in their equipm

ent, and the use of facilities and areas as bases for m
ilitary 

九
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核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
四
五
）

com
bat operations other than those conducted under A

rticle V
 of the said T

reaty, shall be the subjects of 

prior consultations w
ith the G

overnm
ent of Japan （62

）.

“the introduction of nuclear w
eapons into Japan ”

な
る
字
句
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

五
月
一
四
日
と
二
〇
日
の
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
の
経
緯
を
知
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
核
持
ち
込
み
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
る

核
心
部
分
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
は
な
く
、
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
な
っ
た

か
と
い
え
ば
、
藤
山
が
ベ
ト
ナ
ム
と
の
賠
償
協
定
調
印
の
た
め
、
五
月
一
二
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、
東
京
を
離
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
山
田

と
藤
山
は
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
交
渉
の
重
要
な
時
期
の
外
務
大
臣
不
在
は
、
密
約
の
真
相
を
さ
ら
に
わ
か

り
に
く
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
米
側
で
も
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
務
省
発
東
京
大
使
館
宛
の
五
月
二
二
日
付

け
の
電
報
が
あ
る
（D

eptel 1786 （63
）

）。
こ
れ
は
、
安
保
改
定
交
渉
を
扱
っ
た
文
書
に
し
て
は
、
め
ず
ら
し
くT

op S
ecret

扱
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
電
報
の
中
で
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
るE

m
btel 2420

と
い
う
東
京
発
国
務
省
宛
の
電
報
部
分
がnot declassifi ed

で
あ

る
。
電
報
番
号
と
そ
の
他
の
内
容
か
ら
見
て
、
一
四
日
の
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
を
受
け
た
一
五
日
の
電
報
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
五
月
一
五
日
付
の
東
京
発
国
務
省
宛
の
電
報
にw

ithdraw
al notice

が
入
っ
て
お
り
、
電
報
番
号
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、E

m
btel 2420

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
核
持
ち
込
み
密
約
に
関
す
る
日
米
双
方
の
文
書
の
追
求
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ

で
終
了
す
る
。

六
月
に
入
っ
て
か
ら
の
交
渉
の
様
子
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
東
郷
調
書
に
よ
る
と
、
六
月
一
〇
日
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー

九
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サ
ー
会
談
、
そ
れ
に
、
山
田
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
会
談
で
、「
討
議
の
記
録
」
と

な
っ
た
経
緯
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

不
公
表
交
換
公
文
の
問
題
は
、
先
づ
今
回
の
交
渉
に
際
し
て
秘
密
文
書
を
残
す
こ
と
は
飽
く
迄
避
け
る
要
あ
り
と
の
根
本
問
題
あ
る
に
加
へ
、

内
容
の
四
点
は
当
初
よ
り
口
頭
で
了
解
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
と
は
謂
へ
、
特
に
日
本
の
施
設
区
域
の
作
戦
的
使
用
に
就
て
の
先
方
文
案
の

表
現
は
従
来
の
了
解
を
更
に
制
限
し
た
か
の
疑
念
を
残
す
も
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
形
式
の
問
題
に
就
て
は
、
偶
々
沖
縄
等
に
関
し
「
討
議
の

記
録
」
と
い
う
形
の
文
書
を
残
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
の
を
利
用
し
、
六
月
十
日
の
次
官
米
大
使
の
会
談
に
お
い
て
本
件
も
「
討
議
の
記

録
」
と
す
る
こ
と
を
提
案
し﹇
た
（
64
）

﹈

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
め
ぐ
る
交
渉
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
米
側
が
、
あ
ら
た
め
て
、“in the light of circum

stances prevailing at 

the tim
e ”

と
い
う
字
句
を
交
換
公
文
（
公
表
）
に
入
れ
る
よ
う
要
請
し
た
た
め
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
応
酬
が
中
心
で
あ
っ
た
（
65
）

。
結
局
、
六
月

二
〇
日
、
米
側
は
こ
の
字
句
の
削
除
に
応
じ
る
（
66
）

。
こ
れ
で
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
、
そ
れ
に
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
解
釈
で
あ
るR

ecord of 

D
iscussion

の
協
議
は
す
べ
て
終
了
し
た
（
67
）

。
ま
た
、
討
議
の
記
録
は
条
約
よ
り
も
前
の
日
付
と
し
、
署
名
地
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
し
な
い
、

と
い
っ
た
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
（
68
）

。
外
務
省
に
残
さ
れ
たR

ecord of D
iscussion

で
は
、
署
名
日
が
六
〇
年
一
月
六
日
、
署
名
地

はT
okyo

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
六
〇
年
一
月
一
九
日
の
安
保
条
約
署
名
に
い
た
る
ま
で
、R

ecord of D
iscussion

の
痕
跡
は
米
側
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
五
九
年
一
二
月
一
六
日
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
フ
ィ
ア
リ
ー
在
京
米
大
使
館
一
等
書
記
官
が
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
国
務

九
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省
日
本
部
長
に
あ
て
た
書
簡
に
は
、“T

he R
ecord of D

iscussion on the consultation form
ula w

ould be classifi ed C
onfi dential. ”

と
あ
り
、
討
議
の
記
録
を
ど
の
機
密
指
定
に
す
る
か
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
69
）

。F
R

U
S

に
も
、R

ecord of D
iscussion P

repared by the 

E
m
bassy in Japan

と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
け
の
文
書
が
あ
り
、
中
身
はnot declassifi ed

と
な
っ
て
い
る
（
70
）

。
た
だ
文
書
は
四
頁
あ
る
と

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
頁
が
付
属
文
書
で
あ
る
と
い
う
。Record of D
iscussion

は
、
日
本
側
に
残
さ
れ
た
記
録
で
は
二
頁
で
あ
る
の
で
、

そ
の
他
の
二
頁
に
何
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

四
．
考
察

討
議
の
記
録
に
関
す
る
議
論
・
合
意
は
な
か
っ
た
の
か

冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
東
郷
は
、「
安
保
条
約
改
訂
交
渉
、
特
に
事
前
協
議
条
項
に
関
す
る
交
渉
を
通
じ
、
我
方
は
総
て
の
「
持

込
み
」（IN

T
R
O
D
U
C
T
IO
N

）
は
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
り
、
艦
船
航
空
機
の
「
一
時
的
立
ち
寄
り
」
に
つ
い
て
特
に

議
論
し
た
記
録
も
記
憶
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
（
71
）

。
問
題
は
、
東
郷
が
述
べ
る
よ
う
に
、
本
当
に
核
持
ち
込
み
を
米
側
と
議
論
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
か
で
あ
る
。

安
保
改
定
に
い
た
る
国
会
論
議
を
見
る
か
ぎ
り
、
わ
が
国
へ
の
核
の
「
持
ち
込
み
」
の
中
に
は
、
米
の
核
搭
載
艦
船
・
航
空
機
の
一
時

寄
港
・
立
寄
り
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
政
府
は
認
め
て
い
た
（
72
）

。
岸
は
じ
め
、
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
国
会
答
弁
を
繰
り
返
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
内
容
の
条
約
な
り
了
解
な
り
を
米
側
と
公
に
約
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
も
し
密
約
を

交
わ
し
た
な
ら
、
そ
れ
は
絶
対
に
秘
匿
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

米
側
か
ら
見
れ
ば
、
旧
安
保
条
約
下
で
は
、
日
本
へ
の
核
の
持
ち
込
み
に
と
く
に
制
約
が
課
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
実
際
に
は
、
米

九
九
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側
は
核
の
「
持
ち
込
み
」
に
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
国
民
感
情
を
考
慮
し
、
日
本
に
核
戦
略
部

隊
を
配
置
す
る
、
あ
る
い
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
や
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
と
い
っ
た
攻
撃
核
兵
器
を
持
ち
込
む
、
つ
ま
り
、
日
本
の
基
地
に
核
兵
器
を
恒
常

的
に
配
備
す
る
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
73
）

。
し
た
が
っ
て
、
米
側
のintroduction

か
ら
、
一
時
寄
港
・
立

寄
り
（entry
）
は
も
と
も
と
除
か
れ
て
い
た
。
米
側
に
し
て
み
れ
ば
、
核
を
積
ん
だ
ま
ま
米
艦
船
が
米
軍
基
地
に
入
港
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
、
米
航
空
機
が
核
を
搭
載
し
た
ま
ま
立
寄
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
米
の
核
の
持
ち
込
み
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
、
つ
ま
り
、
日
本
側
は
す
べ
て
の
核
持
ち
込
み
が
事
前
協
議
の
対
象
、
米
側
は

寄
港
・
立
寄
り
を
事
前
協
議
か
ら
除
外
す
る
、
と
い
う
日
米
間
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
東
郷
の
言
う
よ

う
に
、
日
米
双
方
と
も
こ
の
問
題
に
深
入
り
せ
ず
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、
こ
れ
ま
で
の

分
析
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
五
八
年
一
〇
月
四
日
、
訓
令
に
し
た
が
い
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
る
米
案
を
提
示
し
た
。
核
搭
載
艦
船
の
一
時

寄
港
は
こ
れ
ま
で
通
り
続
け
ら
れ
、
協
議
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
こ
の
訓
令
に
違
反
し
、
あ
い
ま
い

に
説
明
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

五
九
年
に
入
り
、
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
、
安
保
改
定
交
渉
は
本
格
化
す
る
。
日
本
側
が
条
約
へ
の
署
名
を
六
月
下
旬
ま
で
に
終
わ
ら

せ
た
い
と
し
た
か
ら
だ
。
四
月
八
日
の
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
お
い
て
、
米
側
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
が
藤
山
に
手
交
さ
れ
た
。

こ
の
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
ま
ず
、
大
前
提
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
現
行
の
手
続
き
に
影
響
す
る
と
は
解
さ
れ
な
い
、
と
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
現
行
の
手
続
き
は
う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
米
側
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
具
体
例
と

し
て
、
米
軍
航
空
機
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
、
米
海
軍
艦
船
の
日
本
領
海
へ
の
進
入
・
寄
港
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
第
七

一
〇
〇
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艦
隊
の
寄
港
、
あ
る
い
は
、
戦
略
航
空
軍
団
の
日
本
上
空
通
過
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
は
、
安
保
改
定
後

も
影
響
を
受
け
な
い
と
藤
山
に
説
明
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
米
側
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
通
じ
、
藤
山
に
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
や
核
搭
載
航
空
機
の
一
時
立
ち
寄
り
は
、
核
の

「
持
ち
込
み
」
に
は
あ
た
ら
ず
、
従
来
通
り
の
手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
藤
山
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

本
稿
で
、
頻
繁
に
引
用
し
たR

G
84

の
文
書
群
と
「
米
基
地
権
の
日
本
本
土
と
琉
球
諸
島
に
お
け
る
比
較
」
と
い
う
文
書
に
つ
い
て
付

言
し
て
お
き
た
い
。R

G
84

で
は
、
他
の
文
書
群
でnot declassifi ed

と
な
っ
て
い
る
部
分
の
多
く
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者

で
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
め
ぐ
る
交
渉
の
経
緯
、
そ
れ
に
、「
討
議
の
記
録
」
も
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
ふ
た
つ
の
文
書
（
群
）
に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。R

G
84

の
文
書
はN

N
D
959026

で
あ
り
、「
米
基
地
権
の
日
本
本
土
と
琉
球

諸
島
に
お
け
る
比
較
」
はN

N
D
947026

だ
。
こ
の
Ｎ
Ｎ
Ｄ
と
は
、D

eclassifi cation P
roject N

um
ber

と
い
う
機
密
指
定
解
除
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
番
号
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
通
常
、
最
初
の
ふ
た
つ
の
数
字
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
年
と
い
わ
れ
る
。
右
の
Ｎ
Ｎ
Ｄ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
九
五
年
の
九
〇
二
六
と
一
九
九
四
年
の
七
〇
二
六
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
一
年
九
月
、
当
時
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
、
海
上
配
備
の
戦
術
核
ミ
サ
イ
ル
の
撤
去
を
発
表
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
七
艦
隊
が
核
を
搭
載
し
た
ま
ま

寄
港
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
影
響
も
あ
っ
て
か
、
機
密
指
定
解
除
の
審
査
が
、
そ
れ
以
前

よ
り
も
、
ゆ
る
や
か
に
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
討
議
の
記
録
」
は
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か

第
一
節
に
記
し
た
「
討
議
の
記
録
」
は
、
交
渉
の
経
緯
を
理
解
せ
ず
に
読
ん
で
も
、
い
さ
さ
か
意
味
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
来
、

一
〇
一
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交
換
公
文
の
解
釈
と
し
て
作
成
さ
れ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。「
討
議
の
記
録
」
を
仔

細
に
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
ａ
項
を
見
る
と
、「
米
軍
装
備
の
重
要
な
変
更
」
と
は
核
兵
器
の
日
本
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
意
味
と
解
さ
れ
る
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
や
そ
の
基
地
建
設
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
文
書
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
に

い
た
る
ま
で
、
通
常
兵
器
と
し
て
の
ミ
サ
イ
ル
は
出
て
く
る
も
の
の
、
具
体
的
に
、
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
や
そ
の
基
地
建
設
は
登
場
し
な

い
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
記
述
が
、「
米
基
地
権
の
日
本
本
土
と
琉
球
諸
島
に
お
け
る
比
較
」
に
見
ら
れ
る
。

Japan ’s objective w
as to preclude unilateral introduction of nuclear w

eapons, and strategic m
issiles are 

encom
passed, irrespective of the types of w

arhead, because of their potential for nuclear w
arfare. A

ll non-

nuclear w
eapons, including such possible “m

ajor changes ” as the introduction of biological w
eapons, are 

exem
pt from

 the consultation agreem
ent, but the U

nited S
tates w

ould no doubt consult inform
ally before 

m
aking any such “m

ajor change （74
）. ”

こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
核
兵
器
お
よ
び
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
核
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
を
日
本
側
は
懸
念
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
戦
略
ミ
サ
イ
ル
、
つ
ま
り
、
中
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
と
核
兵
器
と
を
並
べ
る
形
で
ａ
項
が
組
み
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ｂ
項
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
最
終
的
な
交
換
公
文
に
も
、
米
軍
隊
の
日
本
へ
の
配
置
・
装
備
に
お
け
る

一
〇
二
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重
要
な
変
更
、
戦
闘
作
戦
行
動
、
事
前
協
議
が
順
番
に
登
場
す
る
。
用
語
解
説
あ
る
い
は
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ

う
な
装
い
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
解
釈
規
定
の
形
式
と
し
て
は
妥
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ａ
項
と
ｃ
項
の
間
に
ｂ
項
が
挿
入
さ

れ
た
こ
と
で
、
核
兵
器
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
係
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

ｃ
項
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
事
前
協
議
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
事
前
協
議
と
は
何
か
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事

前
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
を
ふ
た
つ
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
事
前
協
議
は
「
現
行
の
手
続
き
」
に
影
響
し
な
い
と
あ
る
。
そ
し

て
、
影
響
し
な
い
手
続
き
と
は
、
ひ
と
つ
が
（
重
要
と
ま
で
は
い
か
な
い
）
米
軍
と
そ
の
装
備
の
日
本
へ
の
配
置
に
関
す
る
手
続
き
で
あ
り
、

他
は
米
軍
航
空
機
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
米
海
軍
艦
船
に
よ
る
日
本
の
領
海
お
よ
び
港
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
合
衆
国
軍
隊

の
日
本
国
へ
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」（「
重
要
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
）
は
、
事
前
協
議
の
対
象
外
で
は
な
い
（
つ
ま
り
、
対
象
で
あ

る
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
討
議
の
記
録
」
の
ａ
項
と
ｃ
項
を
切
り
離
し
、
さ
ら
に
、
項
目
の
順
番
も
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
、「
討

議
の
記
録
」
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
お
お
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
い
ま
少
し
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
四
月
八
日

付
米
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
、
五
月
一
一
日
付
米
機
密
交
換
公
文
案
、
そ
れ
に
、「
討
議
の
記
録
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
比
較
し
た
の

が
表
1
で
あ
る
。

こ
の
ａ
項
と
ｃ
項
は
、
装
備
（equipm

ent

）
に
関
す
る
部
分
で
、
微
妙
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ａ
項
の
「
装
備
に
お

け
る
重
要
な
変
更
」
と
は
、
日
本
へ
の
核
兵
器
の
持
込
み
（introduction
）（
そ
れ
に
、
そ
れ
と
同
等
の
意
味
を
有
す
る
事
項
）
と
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
、「
重
要
な
変
更
」
と
は
核
の
持
込
み
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ｃ
項
は
「
事
前
協
議
」
の
面
か
ら
規
定
さ
れ
、

い
さ
さ
か
複
雑
な
の
だ
が
、
要
は
、
重
要
な
変
更
に
当
ら
な
い
米
軍
の
装
備
が
日
本
の
港
等
に
入
る
（entry

）
場
合
、
現
行
の
手
続
通
り

一
〇
三
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表
1
　「
討
議
の
記
録
」
の
成
立
過
程

米
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
（
4
月
8
日
）

米
機
密
交
換
公
文
案
（
5
月
11
日
）

日
本
政
府
の
了
解
事
項

「
討
議
の
記
録
」（
6
月
10
日
）

1
. 
F
or
m
ul
a 
w
il
l 
no
t 
rp
t 
no
t 
be
 i
nt
er
pr
et
ed
 a
s 

af
fe
ct
in
g 
pr
es
en
t 
pr
oc
ed
ur
es
, 
w
hi
ch
 a
re
 w
or
ki
ng
 

qu
it
e 
sa
ti
sf
ac
to
ri
ly
, r
e 
de
pl
oy
m
en
t 
of
 U
S
 f
or
ce
s 
an
d 

th
ei
r 
eq
ui
pm
en
t 
in
to
 J
ap
an
, i
nc
lu
di
ng
 t
ho
se
 f
or
 e
nt
ry
 

of
 U
S
 m
il
it
ar
y 
ai
rc
ra
ft
 a
nd
 e
nt
ry
 i
nt
o 
Ja
pa
ne
se
 

w
at
er
s 
an
d 
po
rt
s 
by
 U
S
 n
av
al
 v
es
se
ls
.

⑴
 C
on
su
lt
at
io
n 
w
ill
 n
ot
 b
e 
in
te
rp
re
te
d 

as
 a
ff e
ct
in
g 
pr
es
en
t 
pr
oc
ed
ur
es
, 
w
hi
ch
 

ar
e 
w
or
ki
ng
 q
ui
te
 s
at
is
fa
ct
or
il
y,
 

re
ga
rd
in
g 
th
e 
de
pl
oy
m
en
t 
of
 U
S
 f
or
ce
s 

an
d 
th
ei
r 
eq
ui
pm
en
t 
in
to
 J
ap
an
, 

in
cl
ud
in
g 
th
os
e 
fo
r 
th
e 
en
tr
y 
of
 U
S
 

m
il
it
ar
y 
ai
rc
ra
ft
 a
nd
 t
he
 e
nt
ry
 i
nt
o 

Ja
pa
ne
se
 w
at
er
s 
an
d 
po
rt
s 
by
 U
S
 n
av
al
 

ve
ss
el
s.

c.
 “
P
ri
or
 c
on
su
lt
at
io
n”
 w
il
l 
no
t 
be
 i
nt
er
pr
et
ed
 a
s 

af
fe
ct
in
g 
pr
es
en
t 
pr
oc
ed
ur
es
 r
eg
ar
di
ng
 t
he
 

de
pl
oy
m
en
t 
of
 U
ni
te
d 
S
ta
te
s 
ar
m
ed
 f
or
ce
s 
an
d 
th
ei
r 

eq
ui
pm
en
t 
in
to
 J
ap
an
 a
nd
 t
ho
se
 f
or
 t
he
 e
nt
ry
 o
f 

U
ni
te
d 
S
ta
te
s 
m
ili
ta
ry
 a
ir
cr
af
t 
an
d 
th
e 
en
tr
y 
in
to
 

Ja
pa
ne
se
 w
at
er
s 
an
d 
po
rt
s 
by
 U
ni
te
d 
S
ta
te
s 
na
va
l 

ve
ss
el
s,
 e
xc
ep
t 
in
 t
he
 c
as
e 
of
 m
aj
or
 c
ha
ng
es
 i
n 
th
e 

de
pl
oy
m
en
t 
in
to
 J
ap
an
 o
f 
U
ni
te
d 
S
ta
te
s 
ar
m
ed
 

fo
rc
es
.

2
. 
C
on
su
lt
at
io
n 
on
 “
m
aj
or
 c
ha
ng
es
 i
n 
di
sp
os
it
io
n”
 

w
ill
 b
e 
co
nfi
 n
ed
 t
o 
in
tr
od
uc
ti
on
 o
f 
nu
cl
ea
r 
w
ea
po
ns
 

in
to
 J
ap
an
. 
A
s 
I 
po
in
te
d 
ou
t 
on
 O
ct
 4（
E
m
bt
el
 7
43
, 

O
ct
. 5
, 1
95
8）
, w
e 
un
de
rs
ta
nd
 t
ha
t 
fo
rm
ul
a 
w
ou
ld
 n
ot
 

rp
t 
no
t, 
fo
r 
ex
am
pl
e,
 h
av
e 
to
 a
pp
ly
 t
o 
in
tr
od
uc
ti
on
 o
f 

co
nv
en
ti
on
al
 w
ea
po
ns
, 
su
ch
 a
s 
m
is
si
le
s 
w
it
ho
ut
 

nu
cl
ea
r 
w
ar
he
ad
s.

⑵
 C
on
su
lt
at
io
n 
on
 “
m
aj
or
 c
ha
ng
es
 i
n 

di
sp
os
it
io
n”
 w
il
l 
be
 c
on
fi
ne
d 
to
 

in
tr
od
uc
ti
on
 o
f 
nu
cl
ea
r 
w
ea
po
ns
 i
nt
o 

Ja
pa
n 
an
d 
w
ill
 n
ot
 f
or
 e
xa
m
pl
e,
 a
pp
ly
 t
o 

th
e 
in
tr
od
uc
ti
on
 o
f 
co
nv
en
ti
on
al
 

w
ea
po
ns
, 
su
ch
 a
s 
m
is
si
le
s 
w
it
ho
ut
 

nu
cl
ea
r 
w
ar
he
ad
s.

a.
 “
M
aj
or
 c
ha
ng
es
 i
n 
th
ei
r 
eq
ui
pm
en
t”
 i
s 
un
de
rs
to
od
 

to
 m
ea
n 
th
e 
in
tr
od
uc
ti
on
 i
nt
o 
Ja
pa
n 
of
 n
uc
le
ar
 

w
ea
po
ns
, 
in
cl
ud
in
g 
in
te
rm
ed
ia
te
 a
nd
 l
on
g-
ra
ng
e 

m
is
si
le
s 
as
 w
el
l 
as
 t
he
 c
on
st
ru
ct
io
n 
of
 b
as
es
 f
or
 

su
ch
 w
ea
po
ns
, 
an
d 
w
ill
 n
ot
, 
fo
r 
ex
am
pl
e,
 m
ea
n 
th
e 

in
tr
od
uc
ti
on
 o
f 
no
n-
nu
cl
ea
r 
w
ea
po
ns
 in
cl
ud
in
g 
sh
or
t-

ra
ng
e 
m
is
si
le
s 
w
it
ho
ut
 n
uc
le
ar
 c
om
po
ne
nt
s.

3
. 
C
on
su
lt
at
io
n 
w
ill
 n
ot
 r
pt
 n
ot
 b
e 
ne
ce
ss
ar
y 
fo
r 

w
it
hd
ra
w
al
 o
f 
U
S
 f
or
ce
s 
fr
om
 J
ap
an
, 
bu
t 
w
e 
w
ou
ld
 

ex
pe
ct
 t
o 
fo
ll
ow
 p
re
se
nt
 p
ro
ce
du
re
s 
no
ti
fy
in
g 

Ja
pa
ne
se
 a
ut
ho
ri
ti
es
 in
 a
dv
an
ce
 o
f 
su
ch
 w
it
hd
ra
w
al
s.

公
表
交
換
公
文
案
へ
移
動
。

d.
 N
ot
hi
ng
 i
n 
th
e 
E
xc
ha
ng
e 
of
 N
ot
es
 w
il
l 
be
 

co
ns
tr
ue
d 
as
 r
eq
ui
ri
ng
 “
pr
io
r 
co
ns
ul
ta
ti
on

” 
on
 t
he
 

tr
an
sf
er
 o
f 
un
it
s 
of
 U
ni
te
d 
S
ta
te
s 
ar
m
ed
 f
or
ce
s 
an
d 

th
ei
r 
eq
ui
pm
en
t 
fr
om
 J
ap
an
.

4
. 
C
on
su
lt
at
io
n 
on
 m
ili
ta
ry
 o
pe
ra
ti
on
s 
ot
he
r 
th
an
 

th
os
e 
un
de
rt
ak
en
 u
nd
er
 p
ro
vi
si
on
s 
of
 A
rt
ic
le
 V
 w
ill
 

co
ve
r 
on
ly
 m
il
it
ar
y 
co
m
ba
t 
op
er
at
io
ns
 i
n 
ar
ea
s 

ou
ts
id
e 
Ja
pa
n 
un
de
rt
ak
en
 f
ro
m
 b
as
es
 in
 J
ap
an
.

⑶
 C
on
su
lt
at
io
n 
on
 m
ili
ta
ry
 o
pe
ra
ti
on
s 

ot
he
r 
th
an
 t
ho
se
 u
nd
er
ta
ke
n 
un
de
r 

pr
ov
is
io
ns
 o
f 
A
rt
ic
le
 V
 w
ill
 c
ov
er
 o
nl
y 

th
e 
di
re
ct
 l
au
nc
hi
ng
 o
f 
m
ili
ta
ry
 c
om
ba
t 

op
er
at
io
ns
 t
o 
ar
ea
s 
ou
ts
id
e 
Ja
pa
n 

un
de
rt
ak
en
 f
ro
m
 b
as
es
 in
 J
ap
an
.

b.
 “
M
il
it
ar
y 
co
m
ba
t 
op
er
at
io
ns

” 
is
 u
nd
er
st
oo
d 
to
 

m
ea
n 
m
il
it
ar
y 
co
m
ba
t 
op
er
at
io
ns
 t
ha
t 
m
ay
 b
e 

in
it
ia
te
d 
fr
om
 J
ap
an
 a
ga
in
st
 a
re
as
 o
ut
si
de
 J
ap
an
.
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
前
協
議
は
必
要
な
い
。
こ
の
ふ
た
つ
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
核
兵
器
が
日
本
の
港
等
に
入
る
こ

と(entry)

だ
け
で
は
重
要
な
変
更
に
な
ら
ず
、
事
前
協
議
の
対
象
外
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

「
討
議
の
記
録
」
の
順
番
を
、
米
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
の
順
番
と
比
較
す
る
と
、
ｃ
項
、
ａ
項
、
ｄ
項
、
ｂ
項
と
な
っ
て
お
り
、

藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
話
の
流
れ
と
、
項
目
の
順
番
が
異
な
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
順
番
に
な
っ
た
の
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
交
換
公
文
に
出
て
く
る
用
語
の
順
番
通
り
に
解
釈
を
示
し
た
と
い
え
ば
そ
れ

ま
で
だ
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
示
す
文
書
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

「
討
議
の
記
録
」
と
地
位
協
定
第
五
条
と
を
混
同
す
る
か

東
郷
は
、「
日
本
側
交
渉
当
事
者
は
本
了
解
は
事
前
協
議
条
項
と
地
位
協
定
第
五
条
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の
と
解
し
、「
一
時
立
寄

り
」
に
関
す
る
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
75
）

。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
事
前
協
議
と
い
う
、
い
わ
ば

改
定
安
保
条
約
の
核
心
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
位
協
定
は
、
駐
留
米
軍
の
地
位
を
規
定
し
た
も
の
だ
。
安
保
改
定
に

よ
り
、
行
政
協
定
は
地
位
協
定
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
五
条
は
、
新
旧
両
協
定
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
（
76
）

。
も

と
も
と
、
こ
の
第
五
条
は
、
米
軍
艦
や
航
空
機
に
か
ぎ
ら
ず
、
米
国
の
公
の
目
的
の
た
め
に
運
行
さ
れ
る
船
舶
・
航
空
機
の
出
入
国
等
の

手
続
き
と
入
港
料
・
着
陸
料
と
い
っ
た
も
の
を
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
的
に
、
こ
の
両
者
を
混
同
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得

な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
若
干
、
考
察
し
て
み
た
い
。

地
位
協
定
を
知
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
は
、
琉
球
新
報
社
が
独
自
に
入
手
し
た
「
日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
・
増
補
版
」
と
い
う
外

務
省
機
密
文
書
で
あ
る
（
77
）

。
外
務
省
は
こ
の
文
書
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
明
ら
か
に
日
米
地
位
協
定
を
知
る
上
で
の
格
好
の

一
〇
五
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手
引
書
だ
。

第
五
条
は
、
米
軍
の
軍
用
船
舶
・
航
空
機
の
わ
が
国
へ
の
出
入
に
つ
き
規
定
し
て
い
る
。
ふ
た
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ひ
と
つ
が
、
米

軍
の
施
設
・
区
域
外
で
あ
る
港
・
飛
行
場
か
ら
の
出
入
り
の
場
合
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
施
設
・
区
域
た
る
港
・
飛
行
場
か
ら
の
出

入
の
場
合
だ
。
前
者
の
例
と
し
て
、
羽
田
空
港
、
後
者
の
例
と
し
て
、
横
田
飛
行
場
を
挙
げ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
横
田
飛
行
場

は
米
軍
が
管
理
し
て
お
り
、
着
陸
料
と
い
う
概
念
が
も
と
も
と
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
羽
田
空
港
に
米
軍
機
が
着
陸
す
る
場
合
、
民
間
航

空
機
で
あ
れ
ば
着
陸
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
第
五
条
一
項
の
規
定

す
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
の
第
五
条
に
つ
い
て
、「
日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
」
に
よ
れ
ば
、「
一
般
国
際
法
上
軍
艦
又
は
軍
用
航
空
機
の
外
国
の
港
又
は
飛
行

場
等
へ
の
出
入
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
国
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
同
条
に
規
定
す
る
船
舶
又
は
航
空

機
の
出
入
自
体
に
つ
い
て
そ
の
都
度
我
が
国
の
許
可
を
要
し
な
い
旨
を
定
め
た
規
定
」
と
さ
れ
て
い
る
（
78
）

。
つ
ま
り
、
船
舶
・
航
空
機
ご
と

に
許
可
す
る
の
で
は
な
く
、
包
括
的
に
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
施
設
・
区
域
外
へ
の
入
港
の
場
合
、
だ
ま
っ
て
入
港
し
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
適
当
な
通
告
」
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
第
五
条
三
項
）。
船
舶
の
場
合
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
航
空
機
の
場
合
に
は
、
航
空
管
制
に
し
た

が
っ
て
離
着
陸
す
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
規
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
政
協
定
第
五
条
と
事
前
協
議
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
制
度
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
出
入
自
体
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
装
備
と
い

一
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五
五
）

う
観
点
か
ら
そ
の
重
要
な
変
更
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
位
協
定
第
五
条
と
は
別
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
核
武
装
を
有
す
る
米
軍
艦
又
は
航
空
機
の
我
が
国
へ
の
寄
港
、
我
が
領
海
・
領
空
の
通
過
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
艦
船
等
の
出
入
等
と
は

別
に
、
当
該
艦
船
等
に
装
備
さ
れ
て
い
る
核
の
持
ち
込
み
と
い
う
観
点
か
ら
、
事
前
協
議
な
く
し
て
こ
れ
を
行
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
（
79
）

。

東
郷
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
解
釈
の
中
で
、
艦
船
・
航
空
機
の
出
入
り
が
行
政
協
定
の
通
常
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
と

理
解
し
た
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の
記
述
は
こ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
だ
。
地
位
協
定
第
五
条
の
出
入
と
、
核
搭
載
艦
船
の
出

入
に
伴
う
事
前
協
議
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
上
、
核
搭
載
艦
船
の
出
入
を
含
め
た
核
の
持
ち

込
み
は
、
事
前
協
議
が
な
け
れ
ば
行
え
な
い
と
断
言
す
る
。

地
位
協
定
第
五
条
に
つ
い
て
、
交
渉
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
せ
い
ぜ
い
字
句
の
修
正
程
度
が
問
題
と
さ
れ

た
。
事
前
協
議
制
度
と
地
位
協
定
第
五
条
と
で
は
、
話
の
場
面
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
両
者
を
混
同
す
る
な
ど
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

両
問
題
の
関
連
性
と
い
う
意
味
で
、
五
九
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
た
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
80
）

。
両

者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
た
。

大
臣　
「
修
正
」﹇
行
政
協
定
の
修
正
﹈
第
四
点
は
、
船
舶
航
空
機
の
開
港
入
港
通
告
で
あ
る
が
、
我
方
提
案
中under norm

al conditions

削

除
は
撤
回
す
る
も
、「
航
空
機
」
を
追
加
し
度
し
。

大
使　

先
日
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
」
に
関
す
る
了
解
の
一
つ
と
し
て
申
し
上
げ
た
如
く
、
米
軍
の
出
入
り
の
現
在
の
手
続
を
変
へ
な
い
と
云
ふ
了

解
に
反
し
な
い
な
ら
差
支
え
な
い
と
思
ふ
。
若
し
航
空
機
を
加
へ
る
な
ら
、
別
途
そ
の
了
解
の
確
認
を
求
め
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
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大
臣　

航
空
管
制
返
還
に
伴
ひ
当
然
の
こ
と
と
考
へ
ら
れ
、
右
の
了
解
に
反
す
る
も
の
に
非
ず
（
81
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
明
ら
か
に
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
了
解
に
言
及
し
て
い
る
。「
米
軍
の
出
入
り
の
現
在
の
手
続
を
変
へ
な
い
と
云
ふ

了
解
に
反
し
な
い
な
ら
」
に
お
け
る
手
続
き
と
は
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
を
事
前
協
議
の
対
象
外
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て

い
る
か
ら
だ
。

本
当
の
密
約
と
は
な
に
か

「
討
議
の
記
録
」
は
、
交
換
公
文
の
解
釈
文
書
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、「
討
議
の
記

録
」
は
、
存
在
が
不
公
表
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
公
表
し
て
よ
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
82
）

。
交
換
公
文
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で

あ
り
、
国
会
で
野
党
か
ら
追
及
さ
れ
る
こ
と
は
必
死
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
「
討
議
の
記
録
」
の
内
容
は
、
一
九
六
八
年
四
月
二
五
日
、

「
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
」
と
し
て
、
政
府
に
よ
り
文
書
化
さ
れ
て
い
る
（
83
）

。
た
だ
し
、「
核
弾
頭
の
持
込
み
」
と
は
何
か
、
こ
の

口
頭
了
解
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

核
持
ち
込
み
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
日
米
双
方
の
文
書
で
は
、
あ
た
か
も
口
裏
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
観
が
あ
る
。
東
郷
は
、

一
九
六
八
年
一
月
、「
本
件
は
日
米
双
方
に
と
り
そ
れ
ぞ
れ
政
治
的
軍
事
的
に
動
き
の
つ
か
な
い
問
題
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
米
側
も
我

方
も
深
追
い
せ
ず
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
書
き
記
し
た
。
こ
の
文
書
に
添
付
さ
れ
た
栗
山
尚
一
次
官
の
メ
モ
（
一
九
八
九
年
八

月
二
四
日
付
）
に
は
、「
双
方
の
立
場
に
つ
き
互
い
に
話
の
な
い
と
の
立
場
を
理
解
。
但
し
「
密
約
」
は
な
し
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
84
）

。

米
側
の
「
米
基
地
権
の
日
本
本
土
と
琉
球
諸
島
に
お
け
る
比
較
」
に
は
、“the question of nuclear w

eapons on board ships and 

一
〇
八
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aircraft w
as never raised directly w

ith the Japanese and no specifi c understanding w
as reached. ”

と
あ
る
（
85
）

。
ま
た
、
こ
の

文
書
に
よ
れ
ば
、
事
前
協
議
に
関
し
て
、
三
つ
の
合
意
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ひ
と
つ
が
公
表
さ
れ
た
交
換
公
文
、
二
つ
目
が
非
公
表
の

「
討
議
の
記
録
」、
三
つ
目
が
、
さ
ら
に
機
密
度
の
高
い
了
解
で
、
文
書
化
を
約
束
し
た
も
の
で
は
な
く
、
核
兵
器
に
関
す
る
も
の
だ
と
い

う
。
こ
の
三
つ
目
の
了
解
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

日
本
側
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
、
当
初
は
議
定
書
、
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
米
側
の
要
望
を
入
れ
、
交
換
公
文
と
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。
そ
の
解
釈
を
示
す
米
側
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
（
四
月
八
日
付
）
の
全
四
項
目
を
、
口
頭
了
解
で
済
ま
そ
う
と
し
た
。
こ

う
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
形
式
上
は
、「
秘
密
文
書
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
米
側
は
、
そ
れ
で
は
交
換
公
文
の
中
身
が
い
か
よ
う
に
も
解
釈
さ
れ
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
間
で
の
核
持
ち
込
み
に

関
す
る
了
解
事
項
が
、
後
継
内
閣
に
き
ち
ん
と
引
き
継
が
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
。
そ
の
た
め
、
ト
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー

の
基
本
的
部
分
を
機
密
了
解
事
項
と
し
て
文
書
化
し
、
記
録
を
残
そ
う
と
し
た
。

秘
密
文
書
を
残
す
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
間
で
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
示
す
文
書
は
、
い
ま

の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
文
書
は
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
、
東
郷
は
、
そ
の
調
書
で
、
四
項
目
を
「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
形
で
文
書
に
残
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。「
討
議
の
記
録
」

は
不
公
表
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
と
不
公
表
の
交
換
公
文
（
了
解
事
項
）
の
場
合
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
米
側
文
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
政
府
が
密
約
の
存
在
を
否
定
で
き
る
よ
う
、
機
密
の
「
討
議
の
記
録
」
に
し
た
と
い
う
（
86
）

。

い
さ
さ
か
姑
息
な
方
法
に
も
思
え
る
が
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、「
討
議
の
記
録
」
を
見
て
み
る
と
、
約
束
の
意
味
合
い
が
薄
い
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
所
詮
、
文
書
の
解
釈
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
当
事
者
が
文
書
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
た
の
か
を
同
時
に
解
明

一
〇
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す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
残
っ
た
機
密
了
解
と
し
て
見
え
て
く
る
の
は
、
岸
・
藤
山
が
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
を
事
前
協
議
の
対
象
外
と
す
る
こ
と

で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
件
に
は
明
確
な
合
意
が
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
密
約
と
し
て
交
わ
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
郷
調
書
の
全
体
像
も
見
え
て
く
る
し
、
そ
の
後
の
外
務
官
僚
が
、
東
郷
調
書
を
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
利

用
し
、
交
換
公
文
や
「
討
議
の
記
録
」
を
扱
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
影
響
力
は
き
わ
め
て
強
く
、
お
そ
ら

く
、
密
約
に
関
す
る
外
務
省
の
調
査
に
も
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
） 

北
米
局
長
（
東
郷
）「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
五
。
な
お
、

以
下
、
報
告
対
象
文
書
・
関
連
文
書
と
し
て
引
用
す
る
の
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
、
外
務
省
の
密
約
調
査
で
明
ら
か
に
な
り
、
公
開
さ
れ
た
文

書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/m
itsuyaku/kekka.htm

l

で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
2
） 

（
財
）
鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
現
代
国
際
政
治
の
基
本
文
書
』
原
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
六
六
頁
。

（
3
） 

安
全
保
障
課
「
核
兵
器
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
三
年
四
月
一
三
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
三
。

（
4
） 

こ
れ
が
、「
米
基
地
権
の
日
本
本
土
と
琉
球
諸
島
に
お
け
る
比
較
」
で
あ
る
。“V

. C
om
parison of U

. S
. B
ase R

ights in Japan and the 

R
yukyu Islands,” R

G
319 B

ackground F
iles to the S

tudy H
istory of the C

ivil A
dm
inistration, C

ontainer 8, F
older: S

tatus of 

F
orces A

greem
ents: M

ilitary B
anking F

acilities and M
P
S
s 

（Japan

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
aryland.

（
な
お
、
本

稿
で
引
用
す
る
米
公
文
書
は
、F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 S

tates
に
所
収
の
も
の
を
除
き
、N

ational A
rchives at C

ollege P
ark, 

M
aryland

で
収
集
し
た
も
の
な
の
で
、
こ
の
部
分
の
記
載
は
省
略
す
る
）。
こ
れ
は
文
書
名
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
文
書
の
第
五
章
で
あ

る
。
全
体
が
ど
の
よ
う
な
文
書
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
文
書
中
に
、「
安
保
条
約
の
下
、
六
年
に
わ
た
り
同
条
約
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と
か

一
一
〇



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
五
九
）

ら
の
印
象
と
し
て
」
と
い
っ
た
記
述
が
出
て
く
る
の
で
、
お
そ
ら
く
一
九
六
六
年
頃
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
、
施
政
権
返

還
後
の
沖
縄
に
、
安
保
条
約
お
よ
び
そ
の
他
関
連
取
極
め
を
沖
縄
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
な
い
か
を
詳
細
に

分
析
し
た
も
の
だ
。
結
論
的
に
は
何
ら
問
題
が
な
く
、
安
保
条
約
等
を
返
還
後
の
沖
縄
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
我
部
政
明
『
沖
縄
返
還
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
│
「
日
米
戦
後
交
渉
史
の
中
で
」』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六

│
二
九
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
田
昌
克
『
盟
約
の
闇
│
「
核
の
傘
」
と
日
米
同
盟
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
、
八
四
│
九
四
頁
、

太
田
昌
克
『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
六
│
一
九
四
頁
で
、
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
側
文
書
と
米
側
文
書
に
あ
る
「
討
議
の
記
録
」
に
は
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
と
く
に
、
ｂ
項
は
、
米
側
文
書
で
は
、“M

ilitary 

com
bat operations other than conducted under A

rticle V
” is understood to m

ean m
ilitary com

bat operations that m
ay be 

initiated from
 Japan against areas outside Japan.

と
あ
り
、
下
線
部
分
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

日
本
側
で
は
、
こ
の
文
書
は
、
安
全
保
障
課
「
核
兵
器
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
三
年
四
月
一
三
日
、
報
告

対
象
文
書
一
│
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
北
米
局
長
（
東
郷
）「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
八

年
一
月
二
七
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
五
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 

有
識
者
委
員
会
「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
報
告
書
」
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
。
こ
の
報
告
書
は
、http://w

w
w
.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/gaiko/m

itsuyaku/pdfs/hokoku_yushiki.pdf

で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、「
有
識
者
委
員
会
報
告
書
」
と
し
て
引

用
す
る
。
坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆
│
安
保
条
約
と
相
互
性
の
確
保
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
も
参
照
。

（
7
） 

波
多
野
澄
雄
『
歴
史
と
し
て
の
日
米
安
保
条
約
│
機
密
外
交
記
録
が
明
か
す
「
密
約
」
の
虚
実
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

（
8
） 

太
田
『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』。

（
9
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
「
外
交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
調
査
報
告
書
」
二
〇
一
〇
年
六
月
四
日
、http://w

w
w
.

m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/pdfs/ketsuraku_hokokusyo.pdf

を
参
照
。

（
10
） 

外
務
省
調
査
チ
ー
ム
「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
二
〇
一
〇
年
三
月
五
日
。http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/

gaiko/m
itsuyaku/pdfs/hokoku_naibu.pdf

一
一
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
六
〇
）

（
11
） 

「
十
月
四
日
総
理
、
外
務
大
臣
、
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
一
八
。

（
12
） 

「
十
月
四
日
総
理
、
外
務
大
臣
、
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
一
八
。

（
13
） 
「
十
月
四
日
総
理
、
外
務
大
臣
、
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
一
八
。

（
14
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 741, O

ctober 4, 1958”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45.

（
15
） R

G
84 Japan; T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45.

（
16
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 743, O

ctober 5, 1958”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1958-1960, 

V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 31.

（
17
） R

G
84 Japan; T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45.

こ
の
文
書
は
、「
有
識
者
委
員
会
報
告
書
」
二
七
頁
、

注
二
二
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
18
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the E

m
bassy in P

hilippine, N
o. 30, O

ctober 22, 1958”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45.

こ
の
電
報
は
、
太
田
『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
三
〇
七
頁
、
注

二
一
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
19
） 

米
保
長
「
日
米
安
全
保
障
に
関
す
る
新
条
約
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
へ
方
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
〇
月
九
日
、
関
連
文
書
一
│
二
一
。

（
20
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 793, O

ctober 13, 1958,”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 33.

（
21
） 

鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表　

第
一
巻　

一
九
四
一
│
一
九
六
〇
』
原
書
房
、
一
九
八
三
年
、
八
〇
八
頁
。

（
22
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
23
） 

“P
R
O
T
O
C
O
L

”

（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
一
月
二
五
日
、
関
連
文
書
一
│
三
一
。

（
24
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
25
） 

米
保
長
「
十
一
月
二
十
六
日
大
臣
説
明
案
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
一
月
二
六
日
、
平
成
二
二
年
七
月
七
日
外
交
記
録
公
開
分 H

22-003 

一
一
二



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
六
一
）

0611-2010-0791-01 

フ
ァ
イ
ル
件
名
：
1
．
日
米
安
保
条
約
に
係
る
経
緯
①　

フ
ォ
ル
ダ
ー
名
：
一
九
五
八
年
十
月
四
日
よ
り
十
一
月
二
十
六
日

に
至
る
経
緯
。

（
26
） 
「
十
一
月
二
十
六
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
八
年
一
一
月
二
六
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
三
二
。

（
27
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1115, N

ovem
ber 28, 1958”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 33.

（
28
） R

G
84 Japan; T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1956-1958, B
ox 45.

（
29
） 

“T
elegram

 F
rom
 T
he D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 824, D
ecem

ber 6, 1958”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 38.

（
30
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1028, January 24, 1959”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 43.

「
二
月
六
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
抜
粋
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
二
月
六
日
東

郷
印
、
関
連
文
書
一
│
三
七
。

（
31
） 

「
三
月
二
十
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
（
其
の
一
）」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
三
月
二
〇
日
東
郷
印
、
関
連
文
書
一
│
四
二
。

（
32
） 

「（
仮
訳
）
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
案
）」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
三
月
一
七
日
、
関
連
文
書
一

│
四
一
。

（
33
） 

「
三
月
二
十
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
（
其
の
一
）」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
三
月
二
〇
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
四
二
。

（
34
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2097, A

pril 13, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
35
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
36
） 

「
三
月
二
十
八
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
三
月
二
八
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
四
三
。

（
37
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
38
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2076, A

pril 9, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; T

okyo 

一
一
三



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
六
二
）

E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
39
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2076, A

pril 9, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; T

okyo 

E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
40
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2235, A

pril 29, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
41
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2232, A

pril 29, 1969”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 46.

（
42
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2232, A

pril 29, 1969”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 46.

（
43
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2232, A

pril 29, 1969”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 46.

（
44
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2233, A

pril 29, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
45
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2235, A

pril 29, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
46
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1672, M
ay 9, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
47
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1674, M
ay 9, 1959”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 57.

（
48
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1674, M
ay 9, 1959”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocm
ent 57.

一
一
四



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
六
三
）

（
49
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2358, M

ay 10, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.
（
50
） 
こ
の
文
書
は
、
坂
元
『
日
米
同
盟
の
絆
』
二
七
七
│
二
七
八
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
51
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2358, M

ay 10, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.

（
52
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2358, M

ay 10, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.

（
53
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
54
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2374, M

ay 11, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
55
） 

F
R

U
S

, 1958-1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 59.

（
56
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2374, M

ay 11, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64.

（
57
） 

「
五
月
十
四
日
山
田
次
官
在
京
米
大
使
会
談
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
五
月
一
四
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
六
。

（
58
） 

「
五
月
十
四
日
山
田
次
官
在
京
米
大
使
会
談
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
五
月
一
四
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
六
。

（
59
） 

「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
作
成
の
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
四
年
作
成
（
？
）、
報
告
対
象
文
書
一
│
四
。

（
60
） 

「
五
月
二
十
日
山
田
次
官
在
京
米
大
使
会
談
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
五
月
二
〇
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
七
。

（
61
） 

「
五
月
二
十
日
山
田
次
官
在
京
米
大
使
会
談
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
五
月
二
〇
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
七
。

（
62
） 

「
五
月
二
十
日
山
田
次
官
在
京
米
大
使
会
談
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
五
月
二
〇
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
七
。

（
63
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1786, M
ay 22, 1959”

（T
op S

ecret

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.

一
一
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
六
四
）

（
64
） 

ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」（
極
秘
）
一
九
六
〇
年
六
月
、
報
告
対
象
文
書
一
│
二
。

（
65
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in T

okyo to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 2715, June 17, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970; “T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2733, June 18, 

1959”
（T

op S
ecret

）, F
R

U
S

, 1958-1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 81,

「
六
月
十
九
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極

秘
）
一
九
五
九
年
六
月
一
九
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
五
九
。

（
66
） 

“T
elegram

 from
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2745, June 20, 1959”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S

, 1958-

1960, V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 84.

こ
の
点
は
、「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
作
成
の
経
緯
」（
極
秘
）

一
九
六
四
年
作
成
（
？
）
で
も
確
認
が
と
れ
る
。

（
67
） 

“T
elegram

 from
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2745, June 20, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.

右
の
注
と
同
じ
電
報
番
号
で
あ
る
が
、F

R
U

S

で
は
、“

（C

） Record of D
iscussion on interpreting 

the F
orm
ula”

の
部
分
がnot declassifi ed

と
な
っ
て
い
る
。

（
68
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2747, June 20, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 3970.

（
69
） 

“L
etter F

rom
 R
obert A

. F
earey to R

ichard L
. S
neider, D

ecem
ber 16, 1959”

（O
ffi  cial-Inform

al C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 65.

（
70
） 

“R
ecord of D

iscussion P
repared by the E

m
bassy in Japan, T

okyo, January 6, 1960”

（C
onfidential

）, F
R

U
S

, 1958-1960, 

V
olum

e X
V
III, Japan; K

orea, D
ocum

ent 131.

（
71
） 

北
米
局
長
（
東
郷
）「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
五
。

（
72
） 

一
九
五
八
年
三
月
一
三
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
第
七
艦
隊
は
核
を
積
ん
で
横
須
賀
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
野

党
議
員
の
質
問
に
対
し
、
岸
は
「
事
実
上
そ
う
い
う
こ
と
は
な
に
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
こ
れ
が
一
番
明
瞭
で
あ
ろ
う
、
こ
う
思
い
ま
す
」
と
答
え

て
い
る
。『
第
二
十
八
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
事
録
第
十
四
号
』
三
〇
頁
。

一
一
六



核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
（
信
夫
）

（
一
四
六
五
）

（
73
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2076, A

pril 9, 1959”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; T

okyo 

E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1959-1961, B
ox 64

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
参
照
。

（
74
） 

“V
. C
om
parison of U

. S
. B
ase R

ights in Japan and the R
yukyu Islands,” R

G
319 B

ackground F
iles to the S

tudy H
istory of 

the C
ivil A

dm
inistration, C

ontainer 8, F
older: S

tatus of F
orces A

greem
ents: M

ilitary B
anking F

acilities and M
P
S
s

（Japan

）, p. 18.

（
75
） 

北
米
局
長
（
東
郷
）「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
五
。

（
76
） 

地
位
協
定
・
行
政
協
定
に
つ
い
て
は
、
本
間
浩
『
在
日
米
軍
地
位
協
定
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
明
田
川
融
『
日
米
行
政
協
定
の
政
治

史
│
日
米
地
位
協
定
研
究
序
説
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。

（
77
） 

琉
球
新
報
社
（
編
）『
外
務
省
機
密
文
書　

日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
・
増
補
版
』
高
文
研
、
二
〇
〇
四
年
。

（
78
） 

琉
球
新
報
社
（
編
）『
日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
・
増
補
版
』
六
八
頁
。

（
79
） 

琉
球
新
報
社
（
編
）『
日
米
地
位
協
定
の
考
え
方
・
増
補
版
』
六
八
頁
。

（
80
） 

「
四
月
一
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
四
月
一
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
四
五
。

（
81
） 

「
四
月
一
日
藤
山
大
臣
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）
一
九
五
九
年
四
月
一
日
（
東
郷
印
）、
関
連
文
書
一
│
四
五
。

（
82
） 

「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
作
成
の
経
緯
」
一
九
六
四
年
作
成
（
？
）、
報
告
対
象
文
書
一
│
四
。

（
83
） 

安
全
保
障
課
長
「
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
の
対
米
確
認
に
つ
い
て
」（
極
秘
）
一
九
七
五
年
二
月
一
九
日
、
関
連
文
書
一
│
一
〇
二

の
別
添
一
。

（
84
） 

北
米
局
長
（
東
郷
）「
装
備
の
重
要
な
変
更
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
五
。

（
85
） 

“V
. C
om
parison of U

. S
. B
ase R

ights in Japan and the R
yukyu Islands,” R

G
319 B

ackground F
iles to the S

tudy H
istory of 

the C
ivil A

dm
inistration, C

ontainer 8, F
older: S

tatus of F
orces A

greem
ents: M

ilitary B
anking F

acilities and M
P
S
s

（Japan

）, 

p. 19.

こ
の
点
に
つ
い
て
、
太
田
は
「
有
識
者
委
員
会
報
告
書
」
と
の
比
較
で
論
じ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
太
田
『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』

一
九
四
│
一
九
七
頁
を
参
照
。

（
86
） 

“V
. C
om
parison of U

. S
. B
ase R

ights in Japan and the R
yukyu Islands,” R

G
319 B

ackground F
iles to the S

tudy H
istory of 

一
一
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
一
四
六
六
）

the C
ivil A

dm
inistration, C

ontainer 8, F
older: S

tatus of F
orces A

greem
ents: M

ilitary B
anking F

acilities and M
P
S
s

（Japan

）, 

p. 9.

一
一
八


